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９
月
４
日
、
城
西
国
際
大
学
千
葉
東
金
キ
ャ
ン
パ

ス
水
田
記
念
ホ
ー
ル
に
て
、
２
０
１
２
年
度
秋
季
卒

業
式
・
名
誉
博
士
記
授
与
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
卒
業
生
に
学
位
記
が
授
与
さ
れ
た
ほ

か
、
マ
レ
ー
シ
ア
のD

ato' Sri D
r. N

g Y
en Y

en
観
光
大
臣
に
本
学
名
誉
博
士
記
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。D

ato' Sri D
r. N

g Y
en Y

en

観
光
大
臣
は
、

マ
レ
ー
シ
ア
の
観
光
振
興
に
注
力
し
多
大
な
功
績
を

収
め
、
同
国
の
発
展
や
文
化
学
術
交
流
の
促
進
へ
の

貢
献
の
み
な
ら
ず
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
け
る
ア

ジ
ア
の
時
代
へ
の
先
駆
的
な
女
性
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
民
族
共
生
を

見
据
え
て
の
女
性
の
高
等
教
育
普
及
と
活
躍
の
場
の

拡
大
に
関
す
る
多
く
の
提
言
を
行
い
、
社
会
の
発
展

に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
本
学
と
同
国
と

の
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
に
も
尽
力
さ
れ
ま

名
誉
博
士
記

２
０
１
２
年
度
秋
季
卒
業
式
・
名
誉
博
士
記
授
与
式
を
挙
行

日
時
：
２
０
１
２
年
９
月
４
日

場
所
：
城
西
国
際
大
学

名誉博士記

本学水田記念ホールで厳かに行われた式典

Dato' Sri Dr. Ng Yen Yen 観光大臣スピーチ

Dato' Sri Dr. Ng Yen Yen 観光大臣の名誉博士記授与を記念して陽光桜を植樹しました 大学院・学部・留学生別科の卒業生に学位記が授与されました

JOSAI INTERNATIONAL CENTER
for the Promotion of Art and Science
(JICPAS)
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４
月
３
日
、
２
０
１
２
年
度
入
学
式
・
看
護
学
部

開
学
式
・
名
誉
博
士
記
授
与
式
を
城
西
国
際
大
学
千

葉
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス 

ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
で

挙
行
し
ま
し
た
。

　

名
誉
博
士
記
授
与
式
で
は
、
本
学
の
国
際
交
流

活
動
に
多
大
な
ご
貢
献
を
い
た
だ
い
た
、E. A

nn 
K

aplan

博
士
（
前
米
国
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大

学
ス
ト
ー
ニ
ー
・
ブ
ル
ッ
ク
校
人
文
学
研
究
所
長
）

と
、Louis Lem

kow

博
士
（
前
ス
ペ
イ
ン
・
バ
ル

セ
ロ
ナ
自
治
大
学
環
境
科
学
・
技
術
機
構
長
）
に
本

学
名
誉
博
士
記
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
新
設
さ
れ
た
看
護
学
部
の
新
入
生

に
対
し
、
飯
田
加
奈
恵
看
護
学
部
長
よ
り
白
衣
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
多
数
の
ご
来
賓
・
保
護
者
の
方
々
に
ご

臨
席
を
い
た
だ
き
、
新
入
生
の
入
学
を
祝
い
ま
し

た
。

し
た
。D

ato' Sri D
r. N

g Y
en Y

en

観
光
大
臣
の

名
誉
博
士
記
授
与
を
記
念
し
て
、
薬
学
部
棟
の
そ
ば

に
、
鮮
や
か
な
花
を
咲
か
せ
る
陽
光
桜
を
植
樹
し
ま

し
た
。

　

ま
た
当
日
は
、
本
学
創
立
20
周
年
を
記
念
し

て
、PR

IN
C

E
 T

A
K

A
M

A
D

O
 M

E
M

O
R

IA
L 

SPO
RT

S PA
RK

（
高
円
宮
殿
下
記
念
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク
）
に
、
地
元
の
行
木
様
よ
り
ご
寄
贈
い
た
だ

い
た
楠
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
２
年
９
月
５
日
、
中
国
・
瀋
陽
を
訪
問
中

の
学
校
法
人
城
西
大
学
の
水
田
宗
子
理
事
長
は
、
中

国
の
東
北
大
学
よ
り
名
誉
教
授
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
学
と
東
北
大
学
は
２
０
１
０
年
８
月
に
学
術
交

流
を
締
結
し
、
以
降
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
学
生
や

教
員
の
交
流
を
積
極
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

６
月
に
も
城
西
国
際
大
学
国
際
人
文
学
部
の
学
生
が

東
北
大
学
で
研
修
し
、
８
月
に
は
東
北
大
学
か
ら
10

名
の
学
生
が
城
西
国
際
大
学
で
日
本
文
化
研
修
を
受

け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
４
月
に
行
わ
れ
た
城
西

国
際
大
学
創
立
20
周
年
記
念
の
世
界
学
長
会
議
に

も
、
東
北
大
学
か
ら
王
福
利
副
学
長
が
出
席
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
２
０
１
０
年
に
両
大
学
と
大
連
理
工

大
学
、
大
連
外
国
語
大
学
の
連
携
に
よ
る
日
中
連
携

大
学
院
を
開
設
、
本
学
で
の
集
中
講
義
を
含
め
て
こ

れ
ま
で
に
多
く
の
留
学
生
が
本
学
で
学
ん
で
き
ま
し

た
。

　

今
回
の
名
誉
教
授
授
与
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
通

じ
た
両
校
の
交
流
に
対
す
る
水
田
理
事
長
の
貢
献
・

実
績
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
、
授
与
式
で
は
両

大
学
の
関
係
者
が
出
席
す
る
中
、
東
北
大
学
の
王
福

利
副
学
長
よ
り
名
誉
教
授
証
書
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

授
与
を
受
け
、
水
田
理
事
長
は
「
東
北
大
学
か
ら

こ
の
よ
う
な
栄
え
あ
る
名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
い

た
だ
き
、
大
変
光
栄
で
す
。
今
後
も
両
校
の
発
展
に

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
授
与
に
よ
り
、
水
田
理
事
長
が
こ

れ
ま
で
他
学
か
ら
受
け
た
名
誉
学
術
称
号
は
中
国
・

華
南
師
範
大
学
名
誉
教
授
、
韓
国
・
東
西
大
学
名
誉

博
士
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
共
和
国
・
セ
ン
ト
・
イ
シ
ュ
ト

バ
ー
ン
大
学
名
誉
博
士
に
次
ぐ
四
つ
目
と
な
り
ま

す
。

入
学
式
・
看
護
学
部
開
学
式
・
名
誉
博
士
記
授
与
式
を
挙
行

日
時
：
２
０
１
２
年
４
月
３
日

場
所
：
城
西
国
際
大
学

名誉博士記

中
国 

東
北
大
学
よ
り
名
誉
教
授
を
授
与

日
時
：
２
０
１
２
年
９
月
５
日

場
所
：
東
北
大
学
、中
華
人
民
共
和
国

名誉学術称号

Louis Lemkow 博士に名誉博士記を授与する水田理事長

飯田加奈恵看護学部長より白衣が授与されました

授与式で挨拶する水田理事長
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城
西
大
学
水
田
美
術
館
で
は
２
０
１
２
年
９
月
19

日
か
ら
「
高
円
宮
妃
久
子
殿
下
特
別
展 

空
翔
け
る

鳥
、
旅
す
る
根
付
」
を
開
催
中
で
す
が
、
開
催
に
先

立
ち
、
９
月
18
日
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が

妃
殿
下
の
ご
臨
席
の
も
と
城
西
大
学
に
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

学
校
法
人
城
西
大
学
で
は
、
創
立
45
周
年
記
念
事

業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
城
西
大
学
の
教
育
・
研
究
へ

の
貢
献
と
地
域
の
皆
さ
ま
に
喜
ば
れ
る
美
術
館
を
目

指
し
て
２
０
１
１
年
12
月
に
同
美
術
館
を
開
設
し
ま

し
た
。
今
回
の
特
別
展
は
、
そ
の
開
設
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

高
円
宮
妃
久
子
殿
下
は
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

を
ご
趣
味
と
さ
れ
、
国
内
外
を
旅
行
さ
れ
る
折
に
は

鳥
た
ち
の
一
瞬
の
姿
を
カ
メ
ラ
の
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
に

お
さ
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
バ
ー
ド

ラ
イ
フ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
名
誉
総
裁
と
し

て
、
鳥
類
環
境
保
全
を
訴
え
続
け
て
お
ら
れ
る
妃
殿

下
が
撮
影
さ
れ
る
写
真
に
は
、
厳
し
い
自
然
の
中
で

懸
命
に
生
き
よ
う
と
す
る
姿
や
、
時
に
見
せ
る
心
温

ま
る
よ
う
な
愛
ら
し
い
表
情
と
い
っ
た
、
実
に
さ
ま

ざ
ま
な
鳥
た
ち
が
写
し
だ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
妃
殿
下
は
根
付
の
コ
レ
ク
タ
ー
、
研
究
者

と
し
て
も
功
績
を
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
根
付
と

は
印
籠
や
煙
草
入
れ
な
ど
を
着
物
の
帯
か
ら
下
げ
る

た
め
の
留
め
具
で
、
数
々
の
技
巧
が
凝
ら
さ
れ
た
小

さ
な
伝
統
工
芸
品
で
す
。
妃
殿
下
は
根
付
を
宮
邸
の

庭
や
国
内
外
の
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
連
れ
出
し
、
自

然
の
中
に
置
い
て
撮
影
し
た
写
真
を
「
旅
す
る
根

付
」
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
展
覧
会
で
は
、
妃
殿
下
が
こ
れ
ま
で
撮
影
さ
れ

て
き
た
野
鳥
の
写
真
28
点
と
根
付
の
写
真
23
点
を
選

り
す
ぐ
っ
て
展
示
す
る
と
と
も
に
、
妃
殿
下
の
根
付

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
69
点
の
現
代
根
付
展
示
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
は
、
地
域
の
皆
さ
ま

や
関
係
者
、
メ
デ
ィ
ア
等
約
１
５
０
名
を
招
い
て
美

術
館
前
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
に
先
立
っ
て
、
学
校
法
人
城
西
大
学

の
水
田
宗
子
理
事
長
が
挨
拶
し
「
こ
の
た
び
本
学
美

術
館
に
お
い
て
高
円
宮
妃
久
子
殿
下
特
別
展
を
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
光
栄
で
す
。
こ
の
展
覧
会

を
通
じ
て
、
命
の
貴
さ
や
美
し
さ
を
未
来
に
伝
え
て

い
き
た
い
と
い
う
妃
殿
下
の
思
い
を
、
皆
さ
ま
と
と

も
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
幸
い
で
す
。
ま
た
、

そ
う
し
た
気
持
ち
を
つ
い
で
、
環
境
保
全
に
取
り
組

む
人
が
育
つ
た
め
に
も
地
域
の
多
く
の
方
々
や
学
生

た
ち
に
鑑
賞
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て

『
旅
す
る
根
付
』
シ
リ
ー
ズ
の
写
真
や
現
代
根
付
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
数
々
に
よ
り
、
根
付
の
新
た
な
魅
力

を
発
見
し
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
ま

し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
妃
殿
下
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を

行
い
、
続
い
て
水
田
理
事
長
の
ご
案
内
に
よ
り
特
別

展
を
ご
内
覧
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
後
、
美
術

館
前
に
て
本
展
覧
会
開
催
を
記
念
し
て
妃
殿
下
に
よ

る
植
樹
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
午
後
に
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
清
光

ホ
ー
ル
に
て
「
根
付
の
魅
力
―
―
手
の
ひ
ら
の
宇
宙

に
魅
せ
ら
れ
て
―
―
」
と
題
さ
れ
た
妃
殿
下
に
よ
る

展
覧
会
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ご
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ホ
ー
ル
は
来
賓
の
方
々
や
学
生
た
ち
で
満
員
と
な

り
、
皆
妃
殿
下
の
お
話
に
興
味
深
く
耳
を
傾
け
て
い

妃殿下によるテープカット

特別展をご内覧

ご講演の様子

「
高
円
宮
妃
久
子
殿
下
特
別
展
」

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
妃
殿
下
が
ご
来
学

日
時
：
２
０
１
２
年
９
月
18
日

場
所
：
城
西
大
学

美術活動

美
術
活
動
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９
月
25
日
、
水
田
美
術
館
『
写
真
展 

コ
ー
シ
ャ
・

フ
ェ
レ
ン
ツ
の
世
界 

多
元
時
空
』
の
展
示
開
催
に

先
立
ち
、
開
会
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

コ
ー
シ
ャ
・
フ
ェ
レ
ン
ツ
氏
は
、『
一
万
の
太
陽
』

で
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
最
優
秀
監
督
賞
に
輝
い
た
の

を
は
じ
め
、
数
々
の
賞
を
受
賞
し
国
際
的
に
活
躍
す

る
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
代
表
的
な
映
画
監
督
で
す
。
写
真

家
と
し
て
も
２
０
０
２
年
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
の
国
立

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
写
真
展
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
注
目

を
浴
び
て
い
ま
す
。
今
回
の
写
真
展
で
は
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
欧
州
、
日
本
、
ア
ジ
ア
、
ア

フ
リ
カ
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
、
世
界
各
地
で
撮
影
さ
れ

セルダヘイ・イシュトバーン特命全権大使

世界各地で撮影された印象的な写真を多数展示しています

『
写
真
展 
コ
ー
シ
ャ
・
フ
ェ
レ
ン
ツ
の
世
界 

多
元
時
空
』

開
会
式
を
挙
行

日
時
：
２
０
１
２
年
９
月
25
日

場
所
：
城
西
国
際
大
学

美術活動

国
際
交
流
活
動

　

２
０
１
２
年
４
月
12
日
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
ア

ン
ナ
・
コ
モ
ロ
フ
ス
カ
大
統
領
夫
人
ご
一
行
が
学
校

法
人
城
西
大
学
の
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来

学
し
、
水
田
理
事
長
と
会
見
し
ま
し
た
。

　

本
学
は
、
中
期
目
標
で
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

に
向
け
た
国
際
交
流
活
動
強
化
を
掲
げ
ハ
ン
ガ
リ
ー

や
ポ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
の
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
と

の
学
術
交
流
を
積
極
的
に
深
め
て
お
り
、
本
年
２
月

に
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
使
も
来
学
し
ま
し
た
。
今
回
の

来
学
は
初
来
日
し
た
大
統
領
夫
人
の
公
式
行
事
と
し

て
実
現
し
た
も
の
で
す
。
今
回
は
大
統
領
夫
人
の
ほ

か
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
道
ア
ク
シ
ョ
ン
理
事
長
の
ヤ
ニ

ナ
・
オ
ホ
ィ
ス
カ
氏
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
統
領
局
副
局

長
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
使
が
来
学
し
ま
し
た
。

　

会
見
の
中
で
水
田
理
事
長
は
、「
東
日
本
大
震
災

時
に
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
日
本
へ
の
温
か
い
支
援
と

励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
本
当
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
本
学
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
積
極
的
に

交
流
し
、
10
月
に
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
留
学
生
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
大
統
領
夫
人

の
来
学
に
よ
り
今
後
ま
す
ま
す
交
流
を
深
め
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

大
統
領
夫
人
か
ら
も
「
学
校
法
人
城
西
大
学
と

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
大
学
と
の
交
流
が
活
発
に
進
ん
で
い

ポ
ー
ラ
ン
ド
大
統
領
夫
人
が
来
学

日
時
：
２
０
１
２
年
4
月
12
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

講演される大統領夫人

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
経
営
学
部
棟
１
階
で
妃
殿
下
や
来
賓
の

方
々
が
出
席
さ
れ
て
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
盛
大
に
行

わ
れ
て
、
妃
殿
下
の
お
言
葉
に
続
い
て
安
藤
裕
康 

国
際
交
流
基
金
理
事
長
、
セ
ル
ダ
ヘ
イ
・
イ
シ
ュ
ト

ヴ
ァ
ー
ン 

ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
、
大
木
高
仁 

文
化
庁

文
化
部
長
に
も
ご
挨
拶
も
い
た
だ
き
、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
は
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
展
覧
会
の
収
益
金
は
す
べ
て
自
然
保
護

団
体
に
寄
付
さ
れ
る
予
定
で
す
。

た
写
真
作
品
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
館
よ
り
セ
ル
ダ
ヘ

イ
・
イ
シ
ュ
ト
バ
ー
ン
特
命
全
権
大
使
、
コ
ー

シ
ャ
・
フ
ェ
レ
ン
ツ
氏
の
ご
子
息
で
あ
る
コ
ー

シ
ャ
・
バ
ー
リ
ン
氏
、
田
中
義
具 

日
本
ハ
ン
ガ
リ
ー

友
好
協
会
理
事
長
、
後
援
の
外
務
省
よ
り
河
津
邦
彦 

中
東
欧
課
長
の
ほ
か
、
地
域
の
皆
様
も
多
数
来
学
さ

れ
、
コ
ー
シ
ャ
・
フ
ェ
レ
ン
ツ
氏
が
撮
影
し
た
写
真

を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
学
に
在
籍
し
て
い
る

ハ
ン
ガ
リ
ー
出
身
の
留
学
生
た
ち
も
開
会
式
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。
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る
と
聞
き
、
大
変
嬉
し
い
。
今
後
は
城
西
大
学
か
ら

ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
留
学
生
も
含
め
て
、
さ
ら
に
両
国

の
交
流
が
活
発
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と

話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
見
後
、
地
下
ホ
ー
ル
に
て
大
統
領
夫
人
と
オ

フ
ィ
ス
カ
理
事
長
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
大
統
領
夫
人
か
ら
、
国
連
の
「
児
童
の
権

利
に
関
す
る
条
約
」
制
定
の
基
と
な
っ
た
ポ
ー
ラ
ン

ド
の
「
こ
ど
も
の
権
利
の
活
動
家
―
―
ヤ
ヌ
シ
ュ
・

コ
ル
チ
ャ
ッ
ク
先
生
」
に
関
す
る
講
演
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
大
統
領
夫
人
は
、
こ
ど
も
の
権
利
の

創
始
者
で
あ
る
コ
ル
チ
ャ
ッ
ク
先
生
の
思
想
と
活
動

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
夫
人
が
推
進
し
て
い
る
日

本
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
両
国
の
団
体
等
に
よ
る
東
日
本
大

震
災
被
災
者
へ
の
支
援
活
動
「
絆
の
架
け
橋
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
も
触
れ
、「
こ
れ

を
機
会
に
、
コ
ル
チ
ャ
ッ
ク
先
生
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
の

こ
と
を
ぜ
ひ
深
く
知
っ
て
ほ
し
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
、
オ
フ
ィ
ス
カ
理
事
長
よ
り
「
女
性
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
道
ア
ク
シ
ョ
ン

の
活
動
」と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。〝
ポ
ー

ラ
ン
ド
人
道
ア
ク
シ
ョ
ン
（
Ｐ
Ａ
Ｈ
）〟
は
、
紛

争
・
自
然
災
害
・
貧
困
等
に
よ
り
人
道
的
支
援
を
必

要
と
す
る
世
界
の
国
々
に
出
向
い
て
活
動
を
行
う
組

織
で
、
１
９
９
２
年
の
設
立
以
来
、
コ
ソ
ボ
紛
争
や

チ
ェ
チ
ェ
ン
紛
争
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
等
に
使
節
団

を
派
遣
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
道
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
オ
フ
ィ
ス
カ
氏
は
そ
の
理
事
長
と
し
て
積
極
的

に
活
動
を
推
進
し
て
お
り
、
講
演
で
は
同
組
織
の
設

立
目
的
や
経
緯
、
こ
れ
ま
で
の
世
界
各
国
で
の
活
動

内
容
に
加
え
、
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た

気
仙
沼
で
の
幼
稚
園
の
再
建
活
動
等
を
具
体
的
に
紹

介
し
ま
し
た
。

　

講
演
に
は
福
祉
を
幅
広
く
学
ん
で
い
る
城
西
国
際

大
学
福
祉
総
合
学
部
の
学
生
を
は
じ
め
城
西
大
学
か

ら
も
多
く
の
学
生
等
が
出
席
し
て
熱
心
に
講
演
に
耳

を
傾
け
、
質
疑
応
答
で
も
積
極
的
に
質
問
が
出
て
い

ま
し
た
。

　

そ
し
て
そ
の
後
に
行
わ
れ
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で

は
、
海
外
か
ら
の
留
学
生
を
含
む
両
大
学
の
学
生
た

ち
が
大
統
領
夫
人
や
オ
フ
ィ
ス
カ
理
事
長
、
大
使
ら

と
和
や
か
に
歓
談
し
、
国
際
的
な
雰
囲
気
の
中
で
両

国
の
交
流
と
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

２
０
０
９
年
が
日
本
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
交
樹
立
90

周
年
と
い
う
節
目
の
年
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
特
に

近
年
日
本
で
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
歴
史
・
文
化
・
学
術

に
関
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
本
学
で
も
、

日
本
に
大
変
馴
染
み
の
深
い
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
偉
人
で

あ
る
キ
ュ
リ
ー
夫
人
の
パ
ネ
ル
展
開
催
な
ど
が
城
西

大
学
お
よ
び
城
西
国
際
大
学
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

本
学
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
は
２
０
１
１
年
９
月
に

ポ
ー
ラ
ン
ド
日
本
情
報
工
科
大
学
と
学
術
交
流
協
定

を
結
び
、
同
大
学
よ
り
初
の
留
学
生
が
こ
の
10
月
に

来
学
予
定
で
す
。

　

今
回
の
大
統
領
夫
人
の
公
式
訪
問
を
機
に
、
今
後

の
本
学
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
大
学
と
の
交
流
が
よ
り
活

発
に
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

学
校
法
人
城
西
大
学
は
、
城
西
大
学
50
周
年
、

城
西
国
際
大
学
20
周
年
を
記
念
し
て
今
年
度
か
ら

「
Ｊ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
グ
ロ
ー
バ
ル
女
性
人
材
育
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
Ｊ
Ｅ
Ｗ
Ｅ
Ｌ
）
大
連
研
修
」
を
始
め
ま
し

た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
一
般
社
会
人
女
性
や
城

西
大
学
・
城
西
国
際
大
学
の
女
子
大
学
院
生
を
参
加

対
象
者
と
し
て
、
女
性
た
ち
に
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で

活
躍
す
る
機
会
を
提
供
し
、
さ
ら
に
国
際
的
視
点
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
育
成
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。
ま
た
、
国
際
社
会
に
お
け
る
女
性
の
社
会

進
出
や
地
位
の
向
上
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

も
研
修
の
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

研
修
は
、
国
内
に
て
約
１
か
月
の
事
前
研
修
後
、

本
学
と
関
係
が
深
く
成
長
著
し
い
中
国
・
大
連
に
て

現
地
研
修
を
行
い
、
帰
国
後
は
成
果
発
表
会
を
実
施

す
る
と
い
う
三
段
階
の
ス
テ
ッ
プ
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

現
地
研
修
は
、
５
月
３
日
～
７
日
、
５
日
間
の
日

程
で
大
連
を
訪
問
し
ま
し
た
。
大
連
市
人
民
政
府
、

大
連
市
婦
女
連
合
会
、
大
連
理
工
大
学
の
協
力
の
も

と
、
市
政
府
の
女
性
幹
部
・
女
性
経
営
者
と
の
意
見

交
換
会
、
若
者
文
化
・
衣
食
文
化
に
つ
い
て
の
講
義

な
ら
び
に
市
場
動
向
調
査
、
美
容
整
形
セ
ン
タ
ー
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
訪
問
し
、
働
く
女
性
の
視

点
か
ら
中
国
大
連
の
政
治
、
経
済
、
文
化
を
学
び
ま

し
た
。
ま
た
、
２
０
３
高
地
、
旅
順
博
物
館
、
満
鉄

本
社
跡
な
ど
を
訪
れ
、
日
中
近
代
史
の
足
跡
も
た

ど
っ
て
い
ま
す
。
大
連
研
修
で
は
、
現
地
政
府
、
女

性
た
ち
の
〝
熱
烈
歓
迎
〟
を
受
け
、
日
中
女
性
の
活

発
な
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

５
月
19
日
に
は
、
成
果
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
、
参
加
し
た
社
会
人
は
、
マ
ス
コ
ミ
、
法
律
、

教
育
、
企
業
な
ど
幅
広
い
分
野
で
活
躍
す
る
女
性
た

ち
で
す
。
こ
う
し
た
社
会
人
と
大
学
院
生
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
を
越
え
、「
女
性
」
と
し
て
共
有
で
き

る
問
題
意
識
を
明
確
に
し
、
意
見
交
換
を
行
う
こ
と

が
出
来
た
こ
と
は
研
修
の
大
き
な
成
果
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
後
も
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ら
び
に
、
参
加
者
の

交
流
が
継
続
し
、「
女
性
」
の
社
会
参
画
の
機
会
が

広
範
囲
に
拡
大
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

Ｊ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
グ
ロ
ー
バ
ル
女
性
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
Ｊ
Ｅ
Ｗ
Ｅ
Ｌ
）大
連
研
修
を
開
催

日
時
：
２
０
１
２
年
５
月
３
日
～
７
日

場
所
：
大
連
、中
華
人
民
共
和
国

大統領夫人ご一行との記念撮影

大連市政府とのミーティング
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水
田
宗
子
理
事
長
を
団
長
と
す
る
学
校
法
人
城
西

大
学
大
連
訪
問
団
一
行
は
、
２
０
１
２
年
５
月
27

日
、
大
連
市
内
の
ホ
テ
ル
で
第
２
回
城
西
大
連
・
東

北
学
友
会
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

懇
親
会
に
は
、
城
西
大
学
・
城
西
国
際
大
学
で

学
ん
だ
日
中
連
携
大
学
院
の
若
手
教
員
を
は
じ
め
、

Ｊ
Ｍ
Ｂ
Ａ
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
や
〝
２
＋
２
〟
共
同
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
卒
業
生
、〝
向
坊
隆
記
念
〟
村
井
隆

奨
学
金
、〝
水
田
三
喜
男
記
念
〟
水
田
宗
子
奨
学
金

の
受
賞
生
、
私
費
留
学
の
卒
業
生
等
に
加
え
、
前
東

北
大
学
総
長
で
著
名
な
金
属
材
料
学
者
で
あ
り
、
４

月
か
ら
本
学
の
理
事
長
特
別
顧
問
に
就
任
し
た
井
上

明
久
先
生
の
教
え
子
や
共
同
研
究
者
な
ど
、
総
勢

１
０
０
名
近
く
の
方
々
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

会
の
冒
頭
の
挨
拶
で
水
田
宗
子
理
事
長
は
、
卒
業

生
と
の
再
会
を
喜
ぶ
と
と
も
に
「
国
際
社
会
が
大
き

く
変
化
し
て
い
る
中
で
力
強
く
人
生
を
切
り
開
き
、

今
後
は
後
輩
の
指
導
に
も
努
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
日
中
連
携
大
学
院
の
陳

岩
先
生
、
大
連
学
友
会
会
長
も
務
め
る
大
連
理
工
大

学
の
杜
鳳
剛
先
生
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
ご
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
集
ま
っ
た
卒
業
生
た
ち
は
、
現
在
欧
米
や
中

国
の
大
学
教
員
と
し
て
、
ま
た
中
国
の
グ
ロ
ー
バ
ル

企
業
の
幹
部
等
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
大
い
に
活
躍
し
て

い
ま
す
。
学
校
法
人
城
西
大
学
の
人
材
育
成
の
精
神

は
後
輩
た
ち
に
引
き
継
が
れ
、
現
在
も
多
く
の
優
秀

な
学
生
た
ち
が
育
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
学
友
会
の

み
な
さ
ん
の
力
を
集
結
し
、
学
友
の
つ
な
が
り
を
広

げ
、
親
睦
を
深
め
る
と
も
に
、
日
中
両
国
の
国
際
交

流
の
促
進
や
経
済
・
文
化
の
発
展
に
一
層
寄
与
し
て

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

挨拶される水田理事長

観光学部卒業生たちとの記念撮影

第
２
回　

城
西
大
連
・
東
北
学
友
会
を
開
催

日
時
：
２
０
１
２
年
５
月
27
日

場
所
：
大
連
、中
華
人
民
共
和
国

　

２
０
１
２
年
５
月
28
日
、
水
田
宗
子
理
事
長
を
団

長
と
す
る
学
校
法
人
城
西
大
学
大
連
訪
問
団
一
行
は

大
連
理
工
大
学
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
、
水
田
宗
子
理
事
長
と
張
徳
祥
党
委
書
記

の
会
見
が
行
わ
れ
た
後
、
張
徳
祥
党
委
書
記
を
は
じ

め
同
大
学
の
先
生
方
の
ご
出
席
の
も
と
〝
向
坊
隆
記

念
〟
村
井
隆
奨
学
金
、〝
水
田
三
喜
男
記
念
〟
水
田

宗
子
奨
学
金
授
与
式
が
行
わ
れ
、
大
連
理
工
大
学
大

学
院
の
両
奨
学
生
計
37
名
に
水
田
理
事
長
お
よ
び
村

井
隆
顧
問
か
ら
奨
学
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
奨
学

生
を
代
表
し
て
、
管
理
経
済
研
究
科
の
何
平
さ
ん
が

「
奨
学
生
に
選
ば
れ
て
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
世

界
の
た
め
に
役
に
立
て
る
よ
う
な
人
材
に
な
る
こ
と

を
目
標
に
こ
れ
か
ら
も
一
生
懸
命
学
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
授
与
さ
れ
た
院

生
は
、
大
連
理
工
大
学
の
各
専
門
分
野
の
博
士
課
程

と
修
士
課
程
か
ら
特
に
選
ば
れ
た
皆
さ
ん
で
あ
り
、

今
後
の
研
究
活
動
、
そ
し
て
社
会
で
の
活
躍
が
大
い

に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
水
田
三
喜
男
記
念
文
庫
の
贈
呈
式
が

行
わ
れ
、
城
西
大
学
福
島
先
生
か
ら
大
連
理
工
大
学

の
蘇
敬
勤
先
生
に
今
回
寄
贈
す
る
文
庫
の
目
録
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
記
念
文
庫
は
、
戦
後
の
日
本

経
済
復
興
か
ら
高
度
成
長
の
時
代
に
お
い
て
、
水
田

三
喜
男
先
生
が
日
本
経
済
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

た
軌
跡
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
図
書
か
ら
選
書
を
始

め
て
、
今
回
ま
で
に
累
計
６
４
５
冊
を
寄
贈
し
ま
し

た
。
第
８
回
と
な
る
今
回
は
、
政
府
系
刊
行
物
・
白

書
類
や
城
西
大
学
・
城
西
国
際
大
学
の
紀
要
に
加

え
、
生
産
管
理
や
品
質
管
理
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
日
本
の
管

理
技
術
に
関
す
る
図
書
類
を
多
数
寄
贈
し
ま
し
た
。

大
連
理
工
大
学
に
て〝
向
坊
隆
記
念
〟〝
村
井
隆
奨
学
金
〟

〝
水
田
三
喜
男
記
念
〟水
田
宗
子
奨
学
金
授
与
式
お
よ
び

水
田
三
喜
男
記
念
文
庫
贈
呈
式
を
挙
行

日
時
：
２
０
１
２
年
５
月
28
日

場
所
：
大
連
理
工
大
学
、中
華
人
民
共
和
国

水田三喜男記念文庫の贈呈式
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水
田
宗
子
理
事
長
を
団
長
と
す
る
学
校
法
人
城
西

大
学
大
連
訪
問
団
一
行
は
、
２
０
１
２
年
５
月
28

日
、
城
西
大
学
の
名
誉
博
士
号
授
与
者
で
あ
る
林
安

西
先
生
が
院
長
を
務
め
る
大
連
高
級
経
理
学
院
を
訪

問
し
、
20
本
の
水
田
桜
の
植
樹
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
連
高
級
経
理
学
院
は
、
本
年
９
月
の
開
学
に
向

け
て
、
現
在
急
ピ
ッ
チ
で
仕
上
げ
が
進
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
し
た
が
、
正
門
を
入
っ
た
す
ぐ
の
中
庭
に
て

本
学
か
ら
の
桜
20
本
の
植
樹
式
を
行
い
ま
し
た
。
林

安
西
院
長
か
ら
も
「
大
変
親
し
い
城
西
大
学
か
ら
の

桜
の
寄
贈
を
大
変
う
れ
し
く
思
い
、
中
庭
の
一
番
目

立
つ
、
入
っ
て
す
ぐ
の
場
所
に
植
え
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
９
月
の
開
学
後
も
、
両
校
の
交
流
を
さ
ら
に

進
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
」
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
連
高
級
経
理
学
院
は
、
中
国
で
も
特
別
な
経
済

人
向
け
の
教
育
を
実
施
す
る
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
も
社
会
人
や
会
社
の
経
営

者
が
主
に
学
ぶ
こ
と
か
ら
、
豪
華
に
ま
た
美
し
く
設

計
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
本
学
の
桜
は
、
世
界
各
国
か

ら
や
っ
て
く
る
学
生
た
ち
に
と
っ
て
の
大
き
な
喜
び

と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

昨
年
行
わ
れ
ま
し
た
柳
振
万
党
委
書
記
の
城
西
大

学
名
誉
博
士
号
授
与
記
念
と
し
て
、
本
学
よ
り
大
連

外
国
語
学
院
に
水
田
桜
の
苗
木
２
０
０
本
を
贈
呈
す

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
水
田
宗
子
理
事

長
を
団
長
と
す
る
学
校
法
人
城
西
大
学
大
連
訪
問
団

一
行
は
２
０
１
２
年
５
月
29
日
、
大
連
外
国
語
学
院

を
訪
問
し
、
そ
の
う
ち
60
本
に
つ
い
て
植
樹
式
を
行

い
ま
し
た
。

　

大
連
外
国
語
学
院
の
旅
順
キ
ャ
ン
パ
ス
の
敷
地

35
万
坪
の
真
ん
中
に
は
大
き
な
池
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
池
の
周
り
を
桜
で
美
し
く
彩
る
よ
う
に
と
の
願
い

を
込
め
て
、
水
田
理
事
長
と
村
井
顧
問
が
柳
振
万
書

記
、
孫
玉
華
学
長
と
と
も
に
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

傍
ら
に
は
「
友
好
の
桜
」
と
の
銘
板
が
設
置
さ
れ
、 林安西先生と水田理事長

水田桜を植樹

　

２
０
１
２
年
５
月
28
日
、
水
田
宗
子
理
事
長
を
団
長

と
す
る
学
校
法
人
城
西
大
学
大
連
訪
問
団
一
行
は
大
連

理
工
大
学
を
訪
問
し
、
水
田
桜
の
植
樹
式
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
日
中
国
交
正
常
化
40
周
年
な
ら
び
に
城

西
大
学
と
大
連
理
工
大
学
と
の
学
術
交
流
協
定
締
結
５

周
年
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
水
田
宗
子
理
事

長
、
村
井
隆
顧
問
と
大
連
理
工
大
学
の
張
徳
祥
党
委
書

記
、
寧
桂
玲
副
学
長
ら
が
、
大
連
理
工
大
学
の
留
学
生

宿
舎
の
前
に
20
本
の
水
田
桜
の
苗
木
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　

植
樹
式
に
は
城
西
大
学
大
連
訪
問
団
一
行
の
ほ
か

に
、
大
連
理
工
大
学
大
学
院
、
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
、

管
理
と
経
済
学
部
の
先
生
方
や
学
生
代
表
ら
も
多
数

出
席
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
水
田
桜
の
成
長
と
と
も

に
、
両
学
の
交
流
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
一
層
深
ま
っ

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

大
連
理
工
大
学
で
水
田
桜
の
植
樹
式
を
挙
行

日
時
：
２
０
１
２
年
５
月
28
日

場
所
：
大
連
理
工
大
学
、中
華
人
民
共
和
国

植樹を行う訪問団一行

大
連
高
級
経
理
学
院
で
水
田
桜
の
植
樹
式
を
挙
行

日
時
：
２
０
１
２
年
５
月
28
日

場
所
：
大
連
高
級
経
理
学
院
、中
華
人
民
共
和
国

大
連
外
国
語
学
院
で
水
田
桜
の
植
樹
式
を
挙
行

日
時
：
２
０
１
２
年
５
月
29
日

場
所
：
大
連
外
国
語
学
院
、中
華
人
民
共
和
国

桜の苗木を植樹
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２
０
１
２
年
６
月
19
日
、
水
田
宗
子
理
事
長
を
団

長
と
す
る
学
校
法
人
城
西
大
学
訪
問
団
一
行
は
チ
ェ

コ
の
プ
ラ
ハ
経
済
大
学
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

同
大
学
と
は
す
で
に
本
年
３
月
に
学
術
交
流
協
定

を
締
結
し
て
お
り
、
今
回
は
そ
れ
を
受
け
て
の
正
式

訪
問
と
な
り
ま
し
た
。
ハ
ナ
・
マ
チ
コ
ヴ
ァ
ー
副
学

長
、
シ
ュ
テ
パ
ン
・
ミ
ュ
ー
ラ
ー
国
際
関
係
学
部
長

ら
と
面
会
し
、
社
会
科
学
系
を
中
心
と
し
た
今
後
の

交
流
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
な
提
案
や
確
認
を
行
い

ま
し
た
。

　

プ
ラ
ハ
経
済
大
学
は
１
９
１
９
年
に
設
立
さ
れ
た

学
生
数
２
万
人
の
大
学
で
、
社
会
科
学
系
の
学
部
が

中
心
で
す
。
チ
ェ
コ
の
政
治
・
経
済
界
を
牽
引
す
る

存
在
で
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
人
材
を
輩
出
し
て
い
ま

す
。

　

２
０
１
２
年
５
月
12
日
か
ら
31
日
ま
で
サ
マ
ー
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
城
西
国
際
大
学
を
訪
れ
て
い
た
テ
ネ

シ
ー
大
学
の
学
生
15
名
が
、
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催
さ
れ
て
い
る
『
日
本
伝
統
文
化
体
験
講

座
～
茶
道
を
中
心
に
～
』
に
特
別
参
加
し
ま
し
た
。

　

城
西
国
際
大
学
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
の
プ
ル
チ
ョ

ウ
順
子
（
茶
名
：
宗
順
）
先
生
の
指
導
の
も
と
、
テ

ネ
シ
ー
大
学
の
学
生
は
和
服
に
身
を
包
み
、
茶
室
で

抹
茶
を
一
服
し
ま
し
た
。
こ
の
講
座
は
茶
道
を
通
じ

て
、
華
道
や
和
服
の
着
付
け
を
体
験
し
、
日
本
の
伝

統
文
化
を
学
習
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

テ
ネ
シ
ー
大
学
の
学
生
が
服
し
た
抹
茶
は
、
昨
年

か
ら
こ
の
講
座
を
受
講
し
て
い
る
大
学
院
生
や
学
生

が
点
て
た
も
の
で
す
。
抹
茶
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
テ

ネ
シ
ー
大
学
の
学
生
と
城
西
大
学
、
城
西
国
際
大
学

の
学
生
と
の
交
流
は
、
日
本
伝
統
文
化
が
国
際
交
流

で
も
有
意
義
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
２
年
６
月
18
日
か
ら
24
日
ま
で
、
水
田
宗

子
理
事
長
を
団
長
と
す
る
学
校
法
人
城
西
大
学
訪
問

団
一
行
は
チ
ェ
コ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
を

訪
問
し
ま
し
た
。

　

本
学
は
海
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
と
の
学
術
交
流

に
よ
る
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま

す
が
、
今
回
の
訪
問
は
、
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
地

域
の
ひ
と
つ
で
あ
る
中
欧
で
の
交
流
強
化
を
図
る
目

的
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

６
月
19
日
、
訪
問
団
一
行
は
チ
ェ
コ
を
訪
問
し
、
プ

ラ
ハ
の
在
チ
ェ
コ
日
本
大
使
館
に
お
い
て
國
方
俊
夫

大
使
と
面
会
後
、
カ
レ
ル
大
学
の
ヤ
ン
・
シ
ュ
ク
ル

ハ
国
際
関
係
担
当
副
学
長
、
ヤ
ン
・
シ
ー
コ
ラ
日
本

語
学
科
長
ら
と
面
会
し
、
日
本
語
教
育
を
中
心
と
し

た
今
後
の
交
流
の
可
能
性
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

　

カ
レ
ル
大
学
は
１
３
４
８
年
に
設
立
さ
れ
た
国
内

最
大
最
古
の
大
学
で
、
学
生
数
は
約
５
万
人
。
中
欧

で
も
最
古
の
大
学
と
し
て
有
名
で
、
欧
州
に
お
い
て

も
権
威
と
尊
敬
を
受
け
る
ト
ッ
プ
校
の
ひ
と
つ
で
す
。

國方大使、カレル大学副学長らとの記念撮影プラハ経済大学ハナ・マチコヴァー副学長らと

チ
ェ
コ 

プ
ラ
ハ
経
済
大
学
を
訪
問

日
時
：
２
０
１
２
年
６
月
19
日

場
所
：
プ
ラ
ハ
経
済
大
学
、チ
ェ
コ
共
和
国

講座の様子

テ
ネ
シ
ー
大
学
生
『
日
本
伝
統
文
化
体
験
講
座
』
に
特
別
参
加

日
時
：
２
０
１
２
年
５
月
30
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

チ
ェ
コ 

カ
レ
ル
大
学
副
学
長
ら
と
大
使
館
に
て
面
会

日
時
：
２
０
１
２
年
６
月
19
日

場
所
：
在
チ
ェ
コ
共
和
国
日
本
国
大
使
館
、チ
ェ
コ
共
和
国

両
校
の
絆
が
さ
ら
に
強
ま
り
ま
し
た
。
当
日
は
柳
書

記
の
ご
配
慮
に
よ
り
、
舟
が
一
艘
ゆ
っ
く
り
と
池
を

進
み
、
あ
た
か
も
山
水
画
を
見
て
い
る
よ
う
な
美
し

さ
で
し
た
。
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２
０
１
２
年
６
月
20
日
、
水
田
宗
子
理
事
長
を
団
長

と
す
る
学
校
法
人
城
西
大
学
訪
問
団
一
行
は
チ
ェ
コ
を

訪
問
し
、
ブ
ル
ノ
に
あ
る
マ
サ
リ
ク
大
学
を
訪
問
し
ま

し
た
。

　

同
大
学
は
１
９
１
９
年
設
立
で
、
チ
ェ
コ
・
モ
ラ

ヴ
ィ
ア
地
方
を
代
表
す
る
大
学
で
す
。
学
生
数
は

４
万
５
千
人
で
、
国
内
で
も
２
番
目
の
規
模
を
誇
り

ま
す
。
日
本
語
研
究
が
盛
ん
で
、
２
０
０
８
年
に
日

本
研
究
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
ラ
デ
ィ
ス
ラ
ク
・
ラ
ブ
シ
ッ
ク
副
学
長
や
、

ダ
ナ
・
ペ
ト
ロ
ヴ
ァ
国
際
教
育
室
長
ら
と
面
会
し
、
今

後
の
交
流
の
可
能
性
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

２
０
１
２
年
６
月
21
日
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら

本
学
へ
の
留
学
予
定
者
た
ち
が
、
同
国
を
訪
問
中

の
水
田
宗
子
理
事
長
を
団
長
と
す
る
学
校
法
人
城

西
大
学
訪
問
団
の
滞
在
先
を
表
敬
訪
問
し
ま
し

た
。

　

今
回
表
敬
訪
問
を
行
っ
た
の
は
、
本
学
と
交
流
が

深
い
ブ
ダ
ペ
ス
ト
商
科
大
学
に
エ
ト
ヴ
ェ
シ
ュ
・
ロ

ラ
ー
ン
ド
大
学
お
よ
び
コ
ル
ヴ
ィ
ヌ
ス
大
学
か
ら
の

留
学
予
定
者
約
10
名
で
す
。
彼
ら
は
、
今
秋
よ
り
城

西
大
学
も
し
く
は
城
西
国
際
大
学
に
留
学
し
、
日
本

語
・
日
本
文
化
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
ぶ

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

両
大
学
の
学
生
た
ち
は
、
水
田
理
事
長
ら
訪
問
団

に
留
学
へ
の
期
待
と
抱
負
を
述
べ
た
後
、
チ
ャ
ー
ト

等
を
使
っ
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
歴
史
や
文
化
を
説
明
す

る
と
と
も
に
、
手
作
り
の
お
土
産
を
手
渡
し
て
歓
迎

の
意
を
表
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
２
年
６
月
22
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学
訪

問
団
一
行
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ウ
ッ
チ
の
ウ
ッ
チ
大

学
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訪
問
は
、
同
大
学
が
本
年
５
月
に
本
学
に

来
学
さ
れ
た
際
に
、
今
後
の
交
流
に
つ
い
て
打
ち
合

わ
せ
を
持
っ
た
こ
と
を
受
け
て
行
わ
れ
、
ゾ
フ
ィ

　

２
０
１
２
年
６
月
21
日
、
水
田
宗
子
理
事
長
を
団

長
と
す
る
学
校
法
人
城
西
大
学
訪
問
団
一
行
は
ハ
ン

ガ
リ
ー
・
セ
ゲ
ド
の
セ
ゲ
ド
大
学
を
訪
問
し
、
ベ

ラ
・
ラ
ー
ズ
副
学
長
ら
と
面
会
後
に
学
術
交
流
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

セ
ゲ
ド
大
学
は
１
８
７
２
年
に
設
立
さ
れ
た
学
生

数
３
万
人
の
大
学
で
、
エ
ト
ヴ
ェ
シ
ュ
・
ロ
ラ
ー
ン

ド
大
学
と
並
ん
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
代
表
す
る
大
学
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

同
大
学
は
現
在
日
本
語
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
お

り
、
本
学
と
も
日
本
語
教
育
支
援
を
中
心
に
し
た
今

マサリク大学ラブシック副学長と

エトヴェシュ・ロラーンド大学、コルヴィヌス大学からの留学予定者たちと

チ
ェ
コ 

マ
サ
リ
ク
大
学
を
訪
問

日
時
：
２
０
１
２
年
６
月
20
日

場
所
：
マ
サ
リ
ク
大
学
、チ
ェ
コ
共
和
国

ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
の
留
学
予
定
者
が
水
田
理
事
長
を
表
敬
訪
問

日
時
：
２
０
１
２
年
６
月
21
日

場
所
：
ハ
ン
ガ
リ
ー

ポ
ー
ラ
ン
ド 

ウ
ッ
チ
大
学
を
訪
問
、学
術
交
流
協
定
覚
書
を
締
結

日
時
：
２
０
１
２
年
６
月
22
日

場
所
：
ウ
ッ
チ
大
学
、ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国

ハ
ン
ガ
リ
ー 

セ
ゲ
ド
大
学
を
訪
問
、学
術
交
流
協
定
を
締
結

日
時
：
２
０
１
２
年
６
月
21
日

場
所
：
セ
ゲ
ド
大
学
、ハ
ン
ガ
リ
ー

後
の
交
流
の
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
訪
問

で
も
、
今
秋
よ
り
本
学
へ
の
入
学
を
希
望
す
る
学
生

た
ち
と
も
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

学術交流協定を締結
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始
ま
り
、
６
月
末
に
は
初
め
て
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら

の
留
学
生
を
城
西
大
学
薬
学
部
で
受
け
入
れ
ま
し

た
。

　

な
お
、
９
月
に
は
本
学
か
ら
の
学
生
の
派
遣
も
予

定
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
代
表
団
訪
問
に
よ
り
、
今

後
ま
す
ま
す
両
大
学
間
で
薬
学
・
経
営
・
メ
デ
ィ
ア

等
の
分
野
を
中
心
と
し
た
協
働
、
交
流
が
深
ま
る
こ

と
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

水
田
宗
子
理
事
長
を
団
長
と
す
る
学
校
法
人
城
西

大
学
の
マ
レ
ー
シ
ア
訪
問
団
一
行
は
、
２
０
１
２
年

７
月
18
日
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
郊
外
の
シ
ャ
ー
・

ア
ラ
ム
に
あ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
＆
サ
イ
エ
ン
ス
大
学

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

同
大
学
は
、
創
設
者
で
も
あ
る
シ
ュ
ク
リ
学

長
（M

ohd Shukri A
bd Y

ajid

）
の
来
学
を

通
じ
て
２
０
１
０
年
１
月
27
日
に
学
術
交
流
協
定

を
締
結
し
た
、
本
学
と
関
係
の
深
い
大
学
で
す
。

２
０
０
１
年
に
設
立
さ
れ
、
薬
学
・
医
学
を
含
む

実
学
に
即
し
た
学
部
学
科
が
多
数
あ
り
、
非
常
に

優
れ
た
医
学
・
薬
学
の
施
設
を
有
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
健
康
医
療
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
当
日

訪
問
団
に
提
供
さ
れ
た
昼
食
は
、
学
生
が
考
え
た

献
立
に
従
っ
て
、
学
生
た
ち
が
自
分
で
用
意
し
た

も
の
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
学
と
同
学
の
間
で
は
、
２
０
１
１
年
12
月
の

本
学
代
表
団
の
訪
問
を
契
機
に
、
城
西
大
学
薬
学

部
と
教
員
レ
ベ
ル
で
の
交
流
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
本
年
度
よ
り
学
生
の
交
流
が

マ
レ
ー
シ
ア 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
＆
サ
イ
エ
ン
ス
大
学
を
訪
問

日
時
：
２
０
１
２
年
７
月
18
日

場
所
：
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
＆
サ
イ
エ
ン
ス
大
学
、マ
レ
ー
シ
ア

ア
・
ウ
イ
ン
キ
ン
ス
カ
副
学
長
ら
と
面
会
し
、
学
術

交
流
に
関
す
る
覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。
日
本
語
教

育
を
軸
に
、
幅
広
い
交
流
を
今
後
積
極
的
に
進
め
て

い
く
予
定
で
す
。

　

ウ
ッ
チ
大
学
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
代
表
す
る
国
立

大
学
の
ひ
と
つ
で
１
９
４
５
年
に
設
立
さ
れ
、
学
生

数
は
４
万
２
千
人
で
す
。
国
際
交
流
も
活
発
に
展
開

し
て
お
り
、
国
際
学
・
政
治
学
部
内
の
東
洋
研
究
所

に
日
本
語
の
授
業
も
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
訪
問
団
は
同
日
ワ
ル
シ
ャ
ワ
工
科
大

学
も
訪
問
し
、
国
際
交
流
室
の
デ
ブ
レ
ッ
セ
ム

部
長
の
案
内
で
キ
ャ
ン
パ
ス
を
見
学
し
ま
し
た
。

１
８
２
６
年
に
創
立
さ
れ
た
ワ
ル
シ
ャ
ワ
工
科
大

学
は
、
キ
ュ
ー
リ
ー
夫
人
の
卒
業
校
と
し
て
も
広

く
知
ら
れ
て
お
り
、
伝
統
的
な
校
舎
と
近
代
的

な
校
舎
を
併
せ
持
つ
素
晴
ら
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス

を
有
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
工
科
大

学
へ
の
訪
問
も
、
同
大
学
が
本
年
５
月
に
本
学

に
来
学
し
た
こ
と
を
受
け
て
実
現
し
た
も
の
で

す
。

学術交流協定覚書を締結

訪問団の面会の様子

面会後の集合写真

　

水
田
宗
子
理
事
長
を
団
長
と
す
る
学
校
法
人
城
西

大
学
の
マ
レ
ー
シ
ア
訪
問
団
一
行
は
、
２
０
１
２
年

７
月
18
日
の
夜
に
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
郊
外
プ
ト

ラ
ジ
ャ
ヤ
の
ホ
テ
ル
で
、
ン
・
イ
ェ
ン
・
イ
ェ
ン

（D
ato' Sri D

r. N
g Y

en Y
en

：
黄
燕
燕
）
観
光

大
臣
主
催
に
よ
る
晩
餐
会
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

大
臣
は
、
２
０
１
１
年
11
月
25
日
に
マ
レ
ー
シ

ア
観
光
局
の
紹
介
で
本
学
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

に
来
訪
さ
れ
、
理
事
長
と
面
談
、
学
生
た
ち
と
交

流
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
本
学
の
マ
レ
ー
シ
ア

高
等
教
育
機
関
と
の
交
流
を
大
い
に
ご
支
援
い
た

だ
き
、
な
か
で
も
、
今
回
２
度
目
の
訪
問
と
な
っ

マ
レ
ー
シ
ア
観
光
大
臣
主
催
に
よ
る
晩
餐
会
に
出
席

日
時
：
２
０
１
２
年
７
月
18
日

場
所
：
プ
ト
ラ
ジ
ャ
ヤ
、マ
レ
ー
シ
ア
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水
田
宗
子
理
事
長
を
団
長
と
す
る
学
校
法
人
城
西

大
学
の
マ
レ
ー
シ
ア
訪
問
団
一
行
は
、
２
０
１
２
年

７
月
19
日
に
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
の
北
西
１
４
０
㎞

に
あ
る
ト
ゥ
ン
ク
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ラ
ー
マ
ン
大
学

の
カ
ン
パ
ー
・
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

同
大
学
は
、
華
人
系
へ
の
高
等
教
育
を
確
立
す
べ

く
２
０
０
２
年
に
設
立
さ
れ
た
総
合
大
学
で
す
。
新

設
大
学
な
が
ら
、
ほ
ぼ
国
家
的
な
規
模
で
サ
ポ
ー
ト

が
行
わ
れ
て
お
り
、
短
期
間
で
大
き
な
成
果
を
上
げ

て
い
ま
す
。

　

本
学
と
同
学
は
、
２
０
１
１
年
12
月
の
本
学
代
表

団
訪
問
に
よ
り
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、

本
年
４
月
の
城
西
国
際
大
学
設
立
20
周
年
記
念
の
世

界
学
長
会
議
に
は
、
本
学
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
お
け

る
姉
妹
校
の
代
表
と
し
て
、
ユ
ウ
・
ホ
ン
・
タ
ッ
ト

（Ew
e H

ong T
at

）
副
学
長
に
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
回
の
訪
問
で
は
、
チ
ュ
ア
・
ヘ
ン
・
テ
ッ
ク

（Chuah H
ean T

eik

）
学
長
以
下
の
首
脳
教
員
と

面
会
し
た
ほ
か
、
同
学
が
近
年
開
始
し
た
日
本
語
プ

ロ
グ
ラ
ム
へ
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
両
学
の
今
後
の
協

働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
し
て
具
体
的

た
ト
ゥ
ン
ク
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ラ
ー
マ
ン
大
学

は
大
臣
の
ご
紹
介
に
よ
っ
て
、
初
回
訪
問
時
に

協
定
書
の
締
結
に
至
り
、
本
年
度
か
ら
い
よ
い
よ

学
生
の
交
流
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
本
学
か
ら
は

１
０
０
名
近
い
学
生
の
留
学
が
予
定
さ
れ
、
先

方
か
ら
も
20
名
程
度
の
学
生
の
来
学
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
本
学
と
マ
レ
ー
シ
ア
の
大
学
と
の
関
係

を
よ
り
一
層
深
め
ら
れ
る
よ
う
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
大

学
の
ト
ッ
プ
、
企
業
関
係
者
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
晩
餐
会
に
お
い
て
、
大
臣
の
こ
れ
ま
で
の

マ
レ
ー
シ
ア
観
光
拡
大
に
関
わ
る
大
き
な
功
績
や
女

性
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
実
績
、
そ
し
て
本
学
に
賜
っ

た
大
き
な
ご
支
援
等
に
鑑
み
、
水
田
理
事
長
か
ら
大

臣
へ
城
西
国
際
大
学
の
名
誉
博
士
号
を
授
与
す
る
こ

と
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
き
た
る
９
月
４
日
に
行
わ

れ
る
城
西
国
際
大
学
秋
季
卒
業
式
に
お
い
て
授
与
式

が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

チュア・ヘン・テック学長らと面会

充実した学生用宿泊施設

　

水
田
宗
子
理
事
長
を
団
長
と
す
る
学
校
法
人
城
西

大
学
の
マ
レ
ー
シ
ア
訪
問
団
一
行
は
、
２
０
１
２
年

７
月
20
日
に
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
郊
外
の
シ
ャ
ー
・

ア
ラ
ム
に
あ
る
マ
ラ
工
科
大
学
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

同
大
学
は
、
マ
レ
ー
系
国
民
の
高
等
教
育
を
目
的

と
し
て
１
９
５
６
年
に
創
設
さ
れ
た
国
立
大
学
で
、

全
国
20
か
所
以
上
の
キ
ャ
ン
パ
ス
、
21
の
提
携
大
学

を
持
ち
、
１
万
7
千
名
の
教
職
員
を
擁
す
る
マ
レ
ー

シ
ア
最
大
の
高
等
教
育
機
関
で
す
。

　

今
回
の
訪
問
で
は
、
教
務
お
よ
び
国
際
関
係
担

当
の
ア
ズ
ニ
・
ザ
イ
ン
・
ア
ー
メ
ッ
ド
（A

zni 
Zain A

hm
ed

）
副
学
長
以
下
、
主
に
国
際
関
係
担

当
の
方
々
と
面
談
し
、
学
生
の
相
互
留
学
の
検
討
、

観
光
学
に
お
け
る
ダ
ブ
ル
・
デ
ィ
グ
リ
ー
・
プ
ロ

な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
９
月

か
ら
の
本
格
的
な
学
生
交
流
の
開
始
に
あ
た
り
、
本

学
か
ら
渡
航
す
る
学
生
た
ち
の
宿
泊
施
設
な
ど
も
見

学
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訪
問
に
よ
り
、
両
学
の
間
で
文
化
・
語

学
・
ビ
ジ
ネ
ス
等
の
分
野
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
交

流
活
動
が
進
む
こ
と
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

マ
レ
ー
シ
ア 

ト
ゥ
ン
ク
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ラ
ー
マ
ン
大
学
を
訪
問

日
時
：
２
０
１
２
年
７
月
19
日

場
所
：
ト
ゥ
ン
ク
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ラ
ー
マ
ン
大
学
、マ
レ
ー
シ
ア

マ
レ
ー
シ
ア 

マ
ラ
工
科
大
学
を
訪
問

日
時
：
２
０
１
２
年
７
月
20
日

場
所
：
マ
ラ
工
科
大
学
、マ
レ
ー
シ
ア

大臣を囲んでの出席者記念撮影
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グ
ラ
ム
の
検
討
、
メ
デ
ィ
ア
学
部
と
の
提
携
な
ど

に
つ
い
て
今
後
の
交
流
の
可
能
性
が
話
し
合
わ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
大
学
で
は
、
日
本
語
教
育
に
も
注
力
し

て
お
り
、
中
等
教
育
修
了
者
を
対
象
と
す
る
日
本
留

学
の
た
め
の
予
備
教
育
を
行
う
コ
ー
ス
も
保
有
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
城
西
国
際
大
学
の
日
本
語
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
同
学
へ
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
分
野
に
お
け
る
協
働
の
可
能
性
を
具
体
的
に
討

論
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
訪
問
を
き
っ
か
け
に
、
今
後
、
学
術
交
流

協
定
を
は
じ
め
と
し
た
同
大
学
と
の
交
流
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

講
演
に
は
学
生
に
加
え
て
、
経
済
、
行
政
、
教
育

の
各
界
を
代
表
さ
れ
る
方
々
も
参
加
さ
れ
、
総
勢
60

名
以
上
が
政
治
、
経
済
、
社
会
、
文
化
、
歴
史
と
広

範
囲
に
わ
た
る
大
使
閣
下
の
講
演
に
耳
を
傾
け
ま
し

た
。
質
疑
応
答
で
は
「
Ｅ
Ｕ
の
日
本
」
と
呼
ば
れ
る

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
日
本
の
男
女
平
等
、
福
祉
、
税
政

面
に
つ
い
て
比
較
し
た
質
問
の
ほ
か
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
と
い
う
隣
接
す
る
国
家
の
社
会
や

文
化
を
比
較
し
た
質
問
が
ノ
ル
ウ
ェ
ー
か
ら
の
留
学

生
よ
り
出
さ
れ
、
講
演
参
加
者
の
幅
広
い
興
味
を
物

語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

笑
い
声
が
あ
ふ
れ
る
場
面
も
多
く
見
ら
れ
、
和
や

か
な
雰
囲
気
で
行
わ
れ
た
第
１
回
目
の
講
演
は
、
国

際
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
の
エ
グ
ゼ
ク

テ
ィ
ブ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
新
し
い

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
」
を
象
徴
す
る
内
容
と
な
り
、
盛

大
な
拍
手
と
と
も
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
２
年
７
月
19
日
、
駐
日
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王

国
の
ラ
ー
シ
ュ
・
ヴ
ァ
リ
エ
大
使
閣
下
が
本
学
の
東

京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
学
さ
れ
ま
し
た
。
大

使
閣
下
は
、
大
学
院
国
際
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
専
攻
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
『
新
し
い

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
と
日
本
の
将
来
』
の
第
１
回
目
を

ご
担
当
さ
れ
、「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
つ
い
て
」
と
題
さ
れ
た
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
０
１
２
年
９
月
３
日
、
マ
レ
ー
シ
ア
観
光
大
臣

ン
・
イ
ェ
ン
・
イ
ェ
ン
（Dato' Sri Dr. Ng Yen Yen

）

氏
が
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
学
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
来
学
は
、
２
０
１
１
年
11
月
に
続
く
２

駐
日
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
国
ラ
ー
シ
ュ・
ヴ
ァ
リ
エ
大
使
閣
下
講
演
開
催

日
時
：
２
０
１
２
年
７
月
19
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

マ
レ
ー
シ
ア
観
光
大
臣
が
来
学
、講
演
を
開
催

日
時
：
２
０
１
２
年
９
月
３
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

講演中のラーシュ・ヴァリエ大使閣下

講演会場の様子

アズニ・ザイン・アーメッド副学長（左端）らと面会

面会後の記念写真
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回
目
と
な
る
も
の
で
、
今
回
は
、
翌
９
月
４
日
の
城

西
国
際
大
学
秋
季
卒
業
式
に
お
い
て
同
大
臣
に
名
誉

博
士
記
が
授
与
さ
れ
る
こ
と
を
記
念
し
て
、
東
京
紀

尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
講
演
会
を
行
な
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
来
学
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
回
は
観
光
大
臣
と
共
に
、
駐
日
マ
レ
ー
シ
ア
大

使
の
ダ
ト
・
シ
ャ
ハ
ル
デ
ィ
ン
・
ビ
ン
・
モ
ハ
マ
ッ

ド
・
ソ
ム
閣
下
や
マ
レ
ー
シ
ア
観
光
省
・
政
府
観
光

局
の
方
々
も
お
見
え
に
な
り
、
講
演
会
に
先
立
っ
て

行
わ
れ
た
懇
親
会
で
本
学
の
紹
介
を
行
う
と
と
も

に
、
今
後
の
マ
レ
ー
シ
ア
の
大
学
と
本
学
と
の
交
流

強
化
等
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
や
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
両
大
学
か
ら
の
学
生
や
教
職
員
、
政

府
・
企
業
関
係
者
ら
招
待
客
含
め
約
１
７
０
名
の

出
席
の
も
と
、
地
下
ホ
ー
ル
に
て
「
21
世
紀
に
お

け
る
マ
レ
ー
シ
ア
観
光
の
展
望
」
と
題
し
た
大
臣

の
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演
会
に
先
立
ち
、

水
田
理
事
長
か
ら
「
大
使
は
２
０
０
８
年
に
マ
レ
ー

シ
ア
の
華
人
系
の
女
性
と
し
て
初
め
て
女
性
・
家

族
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
開
発
担
当
の
大
臣
に
就
任

し
、
翌
年
に
観
光
大
臣
に
就
任
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

マ
レ
ー
シ
ア
の
観
光
の
発
展
に
大
変
尽
力
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
学
生
の
皆
さ
ん
も
今
日
の
講
演

で
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
ほ
し
い
」
と
の
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
マ
レ
ー
シ

ア
の
観
光
立
国
と
し
て
の
特
長
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
推
進
状
況
、
観
光
省
に
よ
る
グ
ル
メ
、
芸
術
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
医
学
、
教
育
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
と
連
動
し
た
観
光
促
進
イ
ベ
ン
ト
の
取
り
組
み
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
２
０
２
０
年
に
向
け

た
マ
レ
ー
シ
ア
観
光
産
業
強
化
計
画
と
観
光
省
の
役

割
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
大

使
は
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
平
和
と
調
和
の
と
れ
た
国

で
成
り
立
つ
も
の
で
あ
り
、
観
光
は
訪
れ
た
人
に
変

化
を
促
す
触
媒
に
も
な
る
も
の
で
す
。
今
後
も
観
光

産
業
に
力
を
入
れ
、
よ
り
多
く
の
人
に
マ
レ
ー
シ
ア

を
訪
れ
て
も
ら
う
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、
観
光
の

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
育
成
を
強
化
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
城
西
国
際
大
学
は
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
重

要
性
に
対
応
し
て
観
光
学
部
を
設
立
す
る
先
見
性
を

持
っ
た
大
学
で
あ
り
、
ぜ
ひ
今
後
も
相
互
に
協
力
し

て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
演
会
後
に
は
近
隣
の
ホ
テ
ル
に
て
名
誉

博
士
記
授
与
を
祝
う
晩
餐
会
も
催
さ
れ
、
会
場
に
詰

め
か
け
た
約
２
０
０
名
の
日
本
と
マ
レ
ー
シ
ア
の
関

係
者
や
お
客
さ
ま
の
方
々
が
今
回
の
名
誉
博
士
記
の

授
与
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

大
臣
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
観
光
振
興
に
注
力
し

多
大
な
功
績
を
収
め
、
同
国
の
発
展
や
文
化
学
術

交
流
の
促
進
へ
の
貢
献
の
み
な
ら
ず
、
グ
ロ
ー
バ

ル
社
会
に
お
け
る
ア
ジ
ア
の
時
代
へ
の
先
駆
的
な

女
性
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
多
民
族
共
生
を
見
据
え
て
の
女
性
の
高
等

教
育
普
及
と
活
躍
の
場
の
拡
大
に
関
す
る
多
く
の

提
言
を
行
い
、
社
会
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
本
学
と
同
国
と
の
国
際
交
流
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
構
築
・
支
援
に
も
尽
力
さ
れ
、
な
か
で
も
、

ト
ゥ
ン
ク
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ラ
ー
マ
ン
大
学
は
大

臣
の
ご
紹
介
に
よ
っ
て
学
術
交
流
協
定
の
締
結
に
至

り
、
本
年
度
か
ら
い
よ
い
よ
学
生
の
交
流
が
開
始
さ

れ
、
本
学
か
ら
１
０
０
名
近
い
学
生
が
マ
レ
ー
シ

ア
に
留
学
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
多
く
の
功
績
・

貢
献
に
よ
り
、
今
回
大
臣
に
城
西
国
際
大
学
よ
り

名
誉
博
士
記
を
授
与
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で

す
。

　

今
回
の
大
臣
へ
の
名
誉
博
士
記
授
与
を
機
に
、
今

後
の
マ
レ
ー
シ
ア
の
大
学
と
の
交
流
が
よ
り
活
発
に

な
る
こ
と
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

講演会の様子

挨拶される観光大臣

講演する大臣

　

２
０
１
２
年
９
月
６
日
、
水
田
宗
子
理
事
長
を
団

長
と
す
る
学
校
法
人
城
西
大
学
瀋
陽
訪
問
団
は
、
中

国
東
北
大
学
が
主
催
し
城
西
国
際
大
学
が
共
催
す
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
融
合
・
共
生
・
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ

ン
―
―
第
３
回
中
日
文
化
比
較
研
究
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
に
出
席
し
、
水
田
理
事
長
が
特
別
講
演
を
行

い
ま
し
た
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
東
北
大
学
主
催
、
城
西
国

中
国 

東
北
大
学
主
催
・
本
学
共
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
席
、

特
別
講
演
を
実
施

日
時
：
２
０
１
２
年
９
月
６
日

場
所
：
東
北
大
学
、中
華
人
民
共
和
国
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際
大
学
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
、
相
愛
大
学
、
大
連
理

工
大
学
日
本
学
研
究
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
大
連
外
国
語

大
学
中
日
比
較
言
語
文
化
研
究
所
の
共
催
で
行
わ
れ

た
も
の
で
、「
科
学
技
術
と
社
会
へ
の
影
響
」
に
着

目
し
て
哲
学
・
文
学
・
歴
史
・
工
学
な
ど
学
際
的
研

究
に
よ
っ
て
、
経
済
成
長
を
支
え
た
近
代
化
の
価
値

観
を
再
考
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
回
と
な
る
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
・
中
国

に
加
え
韓
国
の
大
学
も
参
加
し
て
９
月
６
日
、
７
日

の
２
日
間
に
わ
た
り
東
北
大
学
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

特
に
今
回
は
、
２
０
１
１
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災

に
よ
っ
て
世
界
的
に
科
学
技
術
の
発
展
と
社
会
へ
の

影
響
に
つ
い
て
の
再
考
が
迫
ら
れ
る
中
、
今
後
の
東

ア
ジ
ア
に
お
け
る
文
化
交
流
の
展
望
に
つ
い
て
三
国

の
研
究
者
が
一
同
に
集
い
認
識
を
新
た
に
す
る
と
と

も
に
、
中
国
と
日
本
の
相
互
理
解
の
促
進
を
目
指
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
在
瀋
陽
日
本
国
総
領
事
館

の
加
藤
英
次
主
席
領
事
、
遼
寧
省
中
日
友
好
協
会
陳

鉄
成
会
長
、
東
北
大
学
丁
烈
雲
学
長
の
開
会
挨
拶
に

続
き
、
水
田
理
事
長
が
「
記
憶
と
文
学
：
ト
ラ
ウ
マ

と
し
て
の
記
憶
と
ポ
ス
ト
メ
モ
リ
ー
と
し
て
の
記
憶

の
文
学 

大
庭
み
な
子
の
『
浦
島
草
』」
と
題
し
た
特

別
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

水
田
理
事
長
は
、
社
会
・
文
化
の
表
面
、
表
層
へ

浮
上
し
て
他
者
と
共
有
さ
れ
る
こ
と
も
、
社
会
的
、

文
化
的
記
憶
と
な
る
こ
と
も
な
い
個
人
の
内
面
に
沈

潜
さ
れ
た
惨
事
の
記
憶
や
記
録
・
痕
跡
が
、
惨
事
の

当
事
者
が
語
る
の
で
は
な
く
、
語
り
得
な
い
ま
ま
に

な
っ
た
、
当
事
者
の
内
面
、
記
憶
を
、
他
者
で
あ
る

作
家
が
ど
の
よ
う
に
表
現
し
、
表
像
し
う
る
か
と
い

う
事
に
関
し
て
、
大
庭
み
な
子
の
『
浦
島
草
』
と
い

う
原
爆
の
生
き
残
り
た
ち
を
主
人
公
と
し
た
作
品
を

題
材
に
講
演
し
、
参
加
し
た
方
々
は
皆
熱
心
に
講
演

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
午
後
の
基
調
講
演
で
は
、
講
演
者
の

一
人
と
し
て
本
学
か
ら
三
木
紀
人
教
授
日
本
研
究
セ

ン
タ
ー
所
長
が
「『
も
ろ
こ
し
』
と
『
我
』
―
―
西

行
の
和
歌
一
首
を
視
点
と
し
て
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
翌
日
の
研
究
発
表
部
会

等
を
実
施
し
、
日
中
韓
の
多
く
の
学
者
た
ち
が
一
堂

に
介
し
て
時
宜
に
か
な
っ
た
、
そ
し
て
多
く
の
示
唆

に
富
む
発
表
や
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
意
義
深
い
２

日
間
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
学
で
学
ん
で
い
る

日
中
連
携
大
学
院
の
学
生
も
発
表
の
機
会
を
持
つ
こ

と
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
興
味
深
い
発
表
を
行
い
、
大

き
な
成
長
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
２
年
９
月
８
日
、
水
田
宗
子
理
事
長
を

団
長
と
す
る
学
校
法
人
城
西
大
学
瀋
陽
訪
問
団
は

瀋
陽
師
範
大
学
を
訪
問
し
ま
し
た
。
瀋
陽
師
範
大

学
は
１
９
５
１
年
に
創
立
さ
れ
た
国
立
大
学
で
、

哲
学
、
経
済
学
、
法
学
、
教
育
学
、
文
学
、
理
学
、

工
学
、
管
理
学
の
八
つ
の
学
部
か
ら
な
る
総
合
大

学
で
す
。

　

今
回
の
訪
問
は
、
２
０
１
１
年
10
月
の
学
術
交
流

協
定
締
結
時
の
訪
問
に
続
く
２
回
目
と
な
る
も
の

で
、
夏
敏
副
学
長
ら
と
会
見
し
、
２
＋
２
の
学
生
交

流
を
は
じ
め
と
す
る
今
後
の
幅
広
い
交
流
強
化
等
に

つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

中
国 

瀋
陽
師
範
大
学
を
訪
問

日
時
：
２
０
１
２
年
９
月
８
日

場
所
：
瀋
陽
師
範
大
学
、中
華
人
民
共
和
国

夏敏副学長との会見

古生物博物館を見学

特別講演をする水田理事長

特別講演の様子
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イ
ン
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
18
の
学
部
に
１
万
１
千
名
の

学
生
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

本
学
と
は
１
９
９
９
年
に
学
術
交
流
協
定
を
締
結

し
て
以
降
、
交
換
留
学
や
デ
ュ
ア
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
、

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
や
地
域
文
化
研
修
等
多
彩
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
活
発
に
交
流
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
城

西
大
学
、
城
西
国
際
大
学
合
わ
せ
て
３
０
０
名
の
学

生
の
受
け
入
れ
、
派
遣
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
学
は
来
年
春
に
向
け
て
現
在
建
設
中

の
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
３
号
棟
に
て
化
石

ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
開
設
す
る
計
画
で
す
が
、
今
回
も

前
回
訪
問
時
に
引
き
続
い
て
同
大
学
の
古
生
物
博

物
館
を
孫
革
館
長
に
す
み
ず
み
ま
で
詳
し
く
ご
案

内
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
設

計
段
階
に
入
っ
て
い
ま
す
が
、
レ
プ
リ
カ
の
展
示

方
法
や
画
像
展
示
な
ど
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
作
る
上

で
の
数
多
く
の
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
２
年
９
月
21
日
、
水
田
宗
子
理
事
長
を
団

長
と
す
る
学
校
法
人
城
西
大
学
韓
国
訪
問
団
は
、
大

田
市
に
あ
る
韓
南
大
学
校
を
表
敬
訪
問
し
、
金
炯
泰

（K
im

 H
yungtae

）
総
長
ら
と
面
会
し
ま
し
た
。

　

本
学
は
２
０
０
９
年
に
韓
南
大
学
校
と
学
術
交
流

協
定
を
締
結
し
、
以
降
交
換
留
学
や
国
際
文
化
研

修
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
を
中
心
に
活
発
に
交
流

し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
後
の
さ
ら
な
る
交
流
の
拡
大
の
一

環
と
し
て
、
城
西
国
際
大
学
の
創
立
20
周
年
を
記

念
し
て
設
立
し
た
「PRIN

CE T
A

K
A

M
A

D
O

 
M

EM
O

RIA
L SPO

RT
S PA

RK

（
高
円
宮
殿
下

記
念
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
）」
に
お
い
て
、
韓
南
大
学

校
と
本
学
と
で
第
１
回
サ
ッ
カ
ー
国
際
親
善
試
合
を

行
う
予
定
に
な
っ
て
お
り
、
今
回
の
訪
問
で
は
そ
の

具
体
的
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結

　

２
０
１
２
年
９
月
20
日
、
水
田
宗
子
理
事
長
を
団

長
と
す
る
学
校
法
人
城
西
大
学
訪
問
団
は
、
韓
国
釜

山
に
あ
る
東
西
大
学
校
創
立
20
周
年
式
典
に
招
待
を

受
け
て
出
席
し
ま
し
た
。
同
学
の
数
あ
る
姉
妹
校
の

う
ち
、
本
学
を
含
め
、
ア
メ
リ
カ
の
ホ
ー
プ
大
学
、

中
国
の
武
漢
大
学
の
三
大
学
だ
け
が
、
長
年
に
わ
た

る
深
く
親
し
い
交
流
に
感
謝
を
込
め
て
特
別
に
招
待

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
釜
山
市
の
中
心
街
に
新
し
く
建
設
さ
れ

た
メ
デ
ィ
ア
学
部
を
含
む
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に
お
い

て
、
創
立
20
周
年
を
記
念
し
た
盛
大
な
式
典
と
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
創
設
者
の
張 

聖
萬
（Chang 

Sungm
an

）
氏
の
ス
ピ
ー
チ
や
、
20
年
の
同
学
の

歴
史
を
振
り
返
る
ビ
デ
オ
上
映
に
加
え
、
張 

済
国

（Chang Jekuk

）
総
長
が
こ
れ
か
ら
の
東
西
大
学

校
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

メ
デ
ィ
ア
学
部
で
学
ぶ
学
生
た
ち
に
よ
る
歓
迎
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
の
ほ
か
、
新
し
く
大
学
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

創
立
当
時
よ
り
同
学
と
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
水

田
理
事
長
は
、
東
西
大
学
校
の
素
晴
ら
し
い
発
展
に

心
か
ら
の
賛
辞
と
お
祝
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
引
き
続
き
行
わ
れ
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で

は
、
東
西
大
学
校
か
ら
本
学
へ
感
謝
を
込
め
て
記
念

の
品
が
贈
ら
れ
、
本
学
か
ら
も
お
祝
い
と
し
て
、
水

田
桜
に
ち
な
む
森
田
り
え
子
氏
の
『
朧
ろ
月
』
の
版

画
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

東
西
大
学
校
は
、
１
９
９
２
年
に
設
立
さ
れ
た
キ

リ
ス
ト
教
系
の
私
立
大
学
で
、
経
営
、
土
木
工
学
、

社
会
福
祉
、
観
光
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
、
デ
ザ

韓
国 

韓
南
大
学
校
を
表
敬
訪
問

日
時
：
２
０
１
２
年
９
月
21
日

場
所
：
韓
南
大
学
校
、大
韓
民
国

韓
国 

東
西
大
学
校
創
立
20
周
年
記
念
式
典
に
出
席

日
時
：
２
０
１
２
年
９
月
20
日

場
所
：
東
西
大
学
校
、大
韓
民
国

張 済国総長から記念品を受け取る水田理事長

式典の様子

張 済国総長のスピーチ
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学
校
法
人
城
西
大
学
と
日
活
株
式
会
社
は
、
東
京

紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
ポ
ス
ト
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
施
設（
仮
称
：
城
西
／
日
活
ポ
ス
プ
ロ
セ
ン
タ
ー
）

を
設
立
し
て
、
次
世
代
の
映
像
人
材
の
育
成
に
向
け

て
協
力
を
す
る
こ
と
に
合
意
し
、
２
０
１
２
年
９
月

10
日
に
日
活
調
布
撮
影
所
に
て
記
者
発
表
を
行
い
ま

し
た
。

　

本
学
と
日
活
は
２
０
１
０
年
６
月
に
連
携
協
力
に

関
す
る
包
括
協
定
を
締
結
し
、
２
０
１
１
年
４
月
に

城
西
国
際
大
学
メ
デ
ィ
ア
学
部
に
新
た
に
映
像
芸
術

コ
ー
ス
を
開
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
37
年
間
に
わ

た
り
映
像
業
界
に
数
多
く
の
人
材
を
輩
出
し
て
き
た

日
活
芸
術
学
院
の
協
力
の
も
と
、
最
先
端
の
デ
ジ
タ

ル
メ
デ
ィ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
取
り
入
れ
な
が
ら
次

世
代
の
映
像
文
化
を
創
造
す
る
人
材
の
育
成
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
る
べ
く
、
本
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に

城
西
国
際
大
学
メ
デ
ィ
ア
学
部
と
日
活
が
共
同
で
プ

ロ
仕
様
の
ポ
ス
ト
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
施
設
を
設
置

し
、
２
０
１
３
年
７
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で

す
。

　

本
ポ
ス
プ
ロ
セ
ン
タ
ー
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
編
集

室
、
オ
フ
ラ
イ
ン
編
集
室
、
Ｍ
Ａ
ル
ー
ム
等
を
有

し
、
メ
デ
ィ
ア
学
部
の
映
像
制
作
実
習
だ
け
で
な

く
、
日
活
の
プ
ロ
の
ス
タ
ッ
フ
も
こ
れ
ら
の
設
備
を

利
用
し
て
映
像
作
品
を
制
作
す
る
予
定
で
す
。
本
学

の
学
生
は
プ
ロ
の
制
作
現
場
と
同
じ
最
新
の
環
境
で

ポ
ス
ト
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
工
程
の
実
習
等
を
行
う
こ

と
が
で
き
、
よ
り
実
践
的
な
映
像
制
作
技
術
を
学
ぶ

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

日
活
株
式
会
社
は
同
日
、
創
立
１
０
０
周
年
を

迎
え
ま
し
た
が
、
本
記
者
会
見
は
そ
の
祝
賀
会
に
先

立
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
記
者
会
見
に
出
席
し
た
水

田
宗
子
理
事
長
は
、「
昨
年
は
『
八
日
目
の
蝉
』
と

い
う
数
多
く
の
賞
に
輝
い
た
作
品
を
本
学
の
キ
ャ

ン
パ
ス
で
も
撮
影
い
た
だ
き
、
映
像
業
界
を
目
指

す
本
学
メ
デ
ィ
ア
学
部
の
学
生
に
た
い
へ
ん
大
き

な
刺
激
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
本

学
は
中
国
伝
媒
大
学
・
北
京
電
影
学
院
や
ア
メ
リ

カ
の
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
な
ど
、
メ
デ
ィ
ア

関
連
の
海
外
の
著
名
大
学
と
の
連
携
を
強
化
し
て

い
く
考
え
で
す
。
今
回
の
ポ
ス
プ
ロ
セ
ン
タ
ー
の

設
立
に
よ
り
、
本
学
学
生
が
大
学
の
中
で
最
新
の

実
践
的
な
講
義
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は

大
変
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。
日
活
株
式
会
社
は
、

１
０
０
年
の
長
い
間
に
蓄
積
さ
れ
た
映
像
・
メ
デ
ィ

ア
に
関
す
る
素
晴
ら
し
い
知
的
蓄
積
を
お
持
ち
で
あ

り
、
こ
れ
ら
を
基
に
、
次
の
１
０
０
年
に
お
い
て

も
人
々
に
夢
を
与
え
る
よ
う
な
挑
戦
を
日
活
と
と

も
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。

　

本
学
は
、
今
回
の
ポ
ス
プ
ロ
セ
ン
タ
ー
の
設
立
を

契
機
に
、
日
本
の
映
画
文
化
の
一
端
を
担
っ
て
き
た

歴
史
あ
る
日
活
と
さ
ら
に
連
携
を
深
め
る
こ
と
に
よ

り
、
総
合
芸
術
で
あ
る
「
映
画
」
に
関
す
る
さ
ま
ざ記者会見での水田理事長と日活株式会社佐藤社長

本
学
と
日
活
が
ポ
ス
ト
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
施
設
を
設
立

日
時
：
２
０
１
２
年
９
月
10
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

果
、
今
年
の
12
月
11
日
の
親
善
試
合
開
催
な
ら
び

に
、
訪
問
団
や
総
長
の
ご
来
学
も
確
約
い
た
だ
き
、

こ
れ
か
ら
両
校
で
相
談
し
つ
つ
、
準
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

韓
南
大
学
校
は
、
本
年
韓
国
学
生
サ
ッ
カ
ー
リ
ー

グ
２
位
の
実
力
を
持
ち
、
Ｊ
リ
ー
グ
に
も
多
く
の
人

材
を
輩
出
し
て
い
る
サ
ッ
カ
ー
の
強
豪
校
で
す
。
ま

た
、
城
西
国
際
大
学
サ
ッ
カ
ー
部
は
、
元
日
本
代
表

チ
ー
ム
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
小
山
哲
司
監
督
の
も

と
、
千
葉
県
大
学
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
秋
期
２
部
リ
ー

グ
に
所
属
、
１
部
昇
格
を
目
指
し
て
日
々
練
習
に
励

ん
で
い
ま
す
。

　

同
施
設
は
、
千
葉
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
に
隣
接
。
約

３
万
３
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
を
持
ち
、
公
式
試

合
が
可
能
な
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス
お
よ
び
多
目
的
広
場
（
芝
生
）
な
ど
の
施
設
を
有

し
て
い
ま
す
。

　

12
月
の
親
善
試
合
の
開
催
が
両
校
と
も
に
待
た
れ

ま
す
。

親善試合の打ち合わせ

金炯泰総長と水田理事長
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ま
な
専
門
知
識
や
映
像
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
幅
広
い

教
養
を
伝
え
、
将
来
の
日
本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
を

担
い
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
メ
デ
ィ
ア
人
材

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

２
０
１
２
年
４
月
28
日
、
城
西
国
際
大
学
千
葉
東

金
キ
ャ
ン
パ
ス
で
「
城
西
国
際
大
学
創
立
20
周
年
記

念
式
典
」
を
挙
行
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
本
学
関
係
者
や
地
元
自
治
体
の
皆
さ
ま
、

海
外
姉
妹
校
の
皆
さ
ま
な
ど
大
勢
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、
創
立
20
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　

２
０
１
２
年
４
月
29
日
、
城
西
国
際
大
学
創
立
20

周
年
記
念
「
世
界
学
長
会
議
」
が
東
京
紀
尾
井
町

キ
ャ
ン
パ
ス
地
下
ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
は
、
城
西
国
際
大
学
が
創
立
20
周
年
を
迎

え
る
こ
と
を
記
念
し
て
、
欧
州
・
米
州
・
ア
ジ
ア
な

ど
海
外
の
本
学
姉
妹
校
よ
り
９
か
国
・
地
域
の
12

大
学
の
学
長
や
代
表
を
招
待
し
て
、「
世
界
の
転
換

期
に
お
け
る
大
学
の
役
割
と
人
材
育
成
：Global 

Education in a Changing W
orld—

T
he Role 

of the U
niversity in the D

evelopm
ent of 

H
um

an Resources

」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
開
か

れ
た
も
の
で
す
。

　

会
議
に
先
立
ち
、
水
田
宗
子
理
事
長
は
「
日
本
の

昨
年
の
大
震
災
を
は
じ
め
、
世
界
の
経
済
・
社
会
・

環
境
等
が
世
界
レ
ベ
ル
で
大
き
く
転
換
し
て
い
る

今
、
大
学
の
役
割
は
極
め
て
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

本
日
参
加
さ
れ
た
大
学
の
学
長
や
代
表
者
の
皆
さ
ま

に
、
今
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
や
連
携
に
つ

い
て
、
大
い
に
議
論
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
参
加
大
学
が
二
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

に
分
か
れ
て
、「
こ
の
時
代
を
切
り
開
き
、
危
機
・

課
題
を
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
の
人
材
と
は
」「
グ

ロ
ー
バ
ル
教
育
の
取
り
組
み
、
今
後
の
大
学
間
連
携

協
力
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
と
地
域
を
つ
な
ぐ
教
育
」
等

に
関
し
、
世
界
の
高
等
教
育
機
関
が
抱
え
る
諸
問
題

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
経
済
・
文
化
的
側
面

や
大
学
、
分
野
の
特
色
を
踏
ま
え
さ
ま
ざ
ま
な
観
点

か
ら
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
参
加
し
た
学
長
全
員
が
「
グ
ロ
ー
バ
ル

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
」
と
「
各
国
の
実

情
に
合
わ
せ
た
具
体
的
な
目
標
・
活
動
の
重
要
性
」

　

ま
た
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
文
化
セ
ン
タ
ー
主
催
の
東

日
本
大
震
災
復
興
祈
念
コ
ン
サ
ー
ト
や
、
本
学
メ

デ
ィ
ア
学
部
と
韓
国
・
東
西
大
学
校
の
共
同
制
作

に
よ
る
映
画
『
冬
の
花
火
』
上
映
会
も
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

野
外
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
、

全
国
物
産
展
、
地
元
物
産
展
、
祝
い
の
餅
投
げ
、

白
子
太
鼓
衆
「
楽
」
に
よ
る
和
太
鼓
の
演
奏
、
チ
ュ

バ
チ
ュ
バ
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド　

キ
ャ
プ
テ
ン
☆
Ｃ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、
留
学
生
と
ま
わ
る
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
、
子
ど
も
劇
場
な
ど
多
彩
な
催
し
も
行

わ
れ
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。

城
西
国
際
大
学
創
立
20
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

日
時
：
２
０
１
２
年
４
月
28
日

場
所
：
城
西
国
際
大
学

創立20周年
記念事業

城
西
国
際
大
学
創
立
20
周
年
記
念
「
世
界
学
長
会
議
」
を
開
催

日
時
：
２
０
１
２
年
４
月
29
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

創立20周年
記念事業

創
立
20
周
年
記
念
事
業

本学メディア学部と韓国・東西大学校共同制作映画『冬の花火』上映会

スポーツ文化センターで開催された祝賀会にも大勢の方が参加されました

本学創立 20 周年記念式典を挙行しました
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２
０
１
２
年
５
月
22
日
、
城
西
国
際
大
学
創
立
20

周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
公
式
試
合
が
可
能

な
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
備
え
た
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー

ク
が
完
成
し
、
竣
工
式
を
行
い
ま
し
た
。
ス
ポ
ー

ツ
振
興
や
国
際
交
流
活
動
に
尽
力
し
た
高
円
宮
殿

下
（
２
０
０
２
年
薨
去
）
の
ご
功
績
を
称
え
、
ま

た
そ
の
ご
遺
徳
を
次
代
に
継
承
す
べ
く
「PRIN

CE 
T

A
K

A
M

A
D

O
 M

E
M

O
R

IA
L

 SP
O

R
T

S 
PA

RK

（
高
円
宮
殿
下
記
念
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
）」

と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

竣
工
式
に
は
、
高
円
宮
妃
殿
下
に
ご
臨
席
賜
り
、

メ
モ
リ
ア
ル
ゲ
ー
ト
の
除
幕
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
川
淵
三
郎

名
誉
会
長
な
ど
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
方
々
も
出

席
。
さ
ら
に
、
記
念
試
合
と
し
て
、
東
日
本
大
震
災

で
静
岡
県
に
避
難
し
て
い
る
福
島
県
の
女
子
高
校
生

か
ら
な
る
Ｊ
Ｆ
Ａ
ア
カ
デ
ミ
ー
福
島
が
紅
白
試
合
を

行
い
ま
し
た
。

　

同
施
設
は
、
千
葉
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
に
隣
接
。
約

３
万
３
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
を
持
ち
、
公
式
試

合
が
可
能
な
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス
お
よ
び
多
目
的
広
場
（
芝
生
）
な
ど
の
施
設
を
有

の
共
通
認
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
本
学
と
の
交
流
の
深
い
ハ
ン
ガ
リ
ー
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
、
チ
ェ
コ
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
大
使
を
は
じ

め
と
し
た
海
外
関
係
者
、
政
府
・
経
済
団
体
、
企
業
関

係
者
、
マ
ス
コ
ミ
、
他
大
学
や
一
般
の
方
々
な
ど
合
計

２
０
０
名
が
来
ら
れ
、
皆
熱
心
に
参
加
大
学
の
ス
ピ
ー

チ
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
会
議
終
了
後
は
別
会
場
で
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
、
文
部
科
学
省
大
臣
官
房
審
議
官
の
常
磐
豊
氏

よ
り
会
議
の
感
想
と
、
今
後
の
本
学
の
国
際
交
流
活
動

へ
の
期
待
す
る
旨
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
で
は
、
参
加
者
の
間
で
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
人

材
育
成
や
今
後
の
大
学
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
の
活
発

な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
る
と
と
も
に
、
相
互
の
交
流
が

大
い
に
深
ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
会
議
を
契
機
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
大
学

の
役
割
と
人
材
育
成
に
関
し
て
の
議
論
が
一
層
深
ま

り
、
今
後
の
更
な
る
大
学
間
の
国
際
連
携
強
化
に
つ
な

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

「PRINCE T
A

K
A

M
A

DO M
EM

ORIA
L SPORT

S PA
RK

（
高
円
宮
殿
下
記
念
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
）」
が
完
成

日
時
：
２
０
１
２
年
５
月
22
日

場
所
：
城
西
国
際
大
学

創立20周年
記念事業

●「世界学長会議出席者」（セッション順）

セ
ッ
シ
ョ
ン
１

城西国際大学　 柳澤 伯夫 学長

セント・イシュトバン大学 ［ハンガリー］　 László Solti 学長

カモーソン・カレッジ ［カナダ］　 Kathryn Laurin 学長

ブスティマ大学 ［ウガンダ］　 Mary Jossy Nakandha Okwakol 副学長

韓国外国語大学 ［韓国］　 朴 哲 総長

ケルン大学 ［ドイツ］　 Wolfgang Jagodzinski 所長

東北大学 ［中国］　 王 福利 副学長

セ
ッ
シ
ョ
ン
２

城西大学　 森本 雍憲 学長

東西大学校 ［韓国］　 張 済国 総長

天津外国語大学 ［中国］ 修 剛 学長

ブダペスト商科大学 ［ハンガリー］ Éva Sándor-Kriszt 学長

北カレリア応用科学大学 ［フィンランド］ Petri Raivo 学長

淡江大学 ［台湾］ 戴 萬欽 副学長

トゥンク・アブドゥル・ラーマン大学 ［マレーシア］ Ewe Hong Tat 副学長

セッション２の様子 一堂に会した参加者

二つのセッションに分かれ、活発な議論を展開 開催に先立ち、挨拶する水田理事長
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し
て
い
ま
す
。

　

サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
面
積
は
、
約
１
万
７
５
０

平
方
メ
ー
ト
ル
。
選
手
な
ど
施
設
使
用
者
の
健
康
管

理
に
配
慮
し
、
夏
場
に
お
け
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
表
面

温
度
上
昇
を
抑
え
る
よ
う
な
人
工
芝
を
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ナ
イ
タ
ー
設
備
も
あ
り
、
ピ
ッ
チ
に
は

約
３
０
０
の
観
覧
席
を
設
け
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
は
、
延
べ
面
積
約
４
５
０
平
方
メ
ー
ト
ル
。
監

督
室
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
、
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム

な
ど
を
設
け
る
と
と
も
に
、
屋
上
に
60
名
収
容
の
観

覧
席
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

同
施
設
は
、
本
学
サ
ッ
カ
ー
部
が
利
用
す
る
ほ

か
、
青
少
年
の
育
成
な
ど
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

生
か
し
て
い
く
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
の

国
際
親
善
・
交
流
活
動
の
拠
点
と
し
て
も
活
用
し
て

い
く
予
定
で
す
。

文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
主
催
に
よ
り
東
京
紀
尾
井
町

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
城
西
国
際
大
学
と

深
い
ご
縁
が
あ
っ
た
日
本
文
学
研
究
者
ヘ
ル
ベ

ル
ト
・
プ
ル
チ
ョ
ウ
氏
（
元
城
西
国
際
大
学
国

際
人
文
学
部
長
、
比
較
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
長
、

１
９
３
９
―
２
０
１
０
）、
女
性
作
家
大
庭
み
な
子

氏
（
１
９
３
０
―
２
０
０
７
）
の
お
二
人
を
偲
び
、

城
西
国
際
大
学
創
立
20
周
年
記
念
と
し
て
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

　

プ
ル
チ
ョ
ウ
氏
は
紀
行
文
学
を
丹
念
に
読
み
解

き
、
独
自
の
観
点
か
ら
江
戸
時
代
に
お
け
る
日
本
人

の
『
旅
』
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
ま
た
大

庭
み
な
子
氏
は
、
海
外
経
験
の
豊
富
な
人
生
を
文
学

の
素
材
と
し
、
一
人
の
女
性
と
し
て
、
ま
た
人
間
と

し
て
独
自
の
『
異
郷
』
論
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
異
郷
へ
の
旅
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
２
日
間
に
わ
た
っ
て
二
人
の
業

績
や
人
生
を
た
ど
り
つ
つ
、
国
内
外
の
研
究
者
や
編

集
者
に
よ
る
新
し
い
研
究
成
果
の
発
表
や
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
を
多
彩
な
視
点
か
ら
行
い
ま

し
た
。

　

初
日
の
29
日
は
、
城
西
国
際
大
学
国
際
人
文
学

部
ポ
ー
ル
・
シ
ャ
ロ
ウ
教
授
に
よ
る
開
催
挨
拶
に

続
き
、
水
田
宗
子
理
事
長
（
城
西
国
際
大
学
大
学

院
院
長
）
が
挨
拶
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
国
際
日

本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
笠
谷
和
比
古
教
授
が
基

調
講
演
と
し
て
プ
ル
チ
ョ
ウ
氏
の
業
績
や
多
様
な

研
究
成
果
を
振
り
返
り
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
大
学
ブ

ル
ー
ミ
ン
ト
ン
校
の
ス
ミ
エ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
名
誉

教
授
が
〝
江
戸
〟
と
い
う
プ
ル
チ
ョ
ウ
氏
の
研
究

分
野
で
の
「
異
境
へ
の
旅
」
の
概
念
に
つ
い
て
講

演
し
ま
し
た
。
ま
た
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
校
（
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
）
の
マ
ル
ラ
俊
江
氏

が
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
で
同
僚
だ
っ
た
頃
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な

ど
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。
午
後
は
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ

　

２
０
１
２
年
６
月
29
日
、
30
日
の
２
日
間
、
ヘ
ル

ベ
ル
ト
・
プ
ル
チ
ョ
ウ
追
悼
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
お
よ
び

大
庭
み
な
子
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
異
郷
へ
の
旅
と

物
語
」
が
、
城
西
国
際
大
学
国
際
人
文
学
部
、
比
較

ヘ
ル
ベ
ル
ト
・
プ
ル
チ
ョ
ウ
追
悼
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

お
よ
び
大
庭
み
な
子
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
異
郷
へ
の
旅
と
物
語
」
を
開
催

日
時
：
２
０
１
２
年
６
月
29
日
、30
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

創立20周年
記念事業

「PRINCE TAKAMADO MEMORIAL SPORTS PARK（高円宮殿下記念スポーツ
パーク）」が完成しました

基調講演をする水田理事長

レセプションでのドナルド・キーン氏（右）スピーチ、大庭利雄氏（左）

メモリアルゲート
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２
０
１
２
年
７
月
11
日
、
千
葉
県
鴨
川
市
の
嶺
岡

林
道
に
「
水
田
桜
記
念
碑
」
と
「
村
井
隆
先
生
の
句

碑
」
を
建
立
し
、
除
幕
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

水
田
桜
記
念
碑
は
、
今
か
ら
36
年
前
、
学
校
法
人

城
西
大
学
創
立
者
の
水
田
三
喜
男
先
生
が
、
地
域
の

活
性
化
と
嶺
岡
林
道
を
美
し
く
整
え
る
た
め
に
、
地

元
の
皆
さ
ま
と
５
０
０
本
の
桜
を
植
え
ら
れ
、
以

後
、
本
日
に
至
る
ま
で
「
水
田
桜
」
と
し
て
親
し
ま

れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
２
０
０
６
年
、
水
田
三
喜
男
先
生
が
創
立

し
た
学
校
法
人
が
擁
立
す
る
城
西
国
際
大
学
が
鴨
川

市
の
熱
い
要
望
に
応
え
観
光
学
部
が
開
設
し
た
こ

と
を
契
機
に
、
水
田
宗
子
理
事
長
の
も
と
、
地
域
の

方
々
と
こ
の
水
田
桜
を
守
ろ
う
、
後
世
に
伝
え
て
い

こ
う
と
「
嶺
岡
林
道
桜
並
木
修
復
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
立
ち
上
げ
、
毎
年
多
く
の
桜
を
植
樹
し
、
桜
ま
つ

り
の
開
催
、
ま
た
、
何
よ
り
こ
の
鴨
川
の
地
に
、
創

立
者
生
家
を
起
点
と
す
る
嶺
岡
林
道
に
、
海
外
か
ら

も
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

創
立
20
周
年
を
迎
え
た
本
年
、
あ
ら
た
め
て
水
田

桜
の
起
点
を
記
す
石
碑
を
建
立
し
、
後
世
に
こ
の
偉

業
を
記
し
た
い
。
そ
し
て
、
こ
の
自
然
豊
か
な
嶺
岡

林
道
が
俳
人
た
ち
に
と
っ
て
も
、
さ
ら
な
る
文
学
的

価
値
を
生
み
出
す
場
所
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
、

石
碑
と
と
も
に
村
井
隆
先
生
の
句
碑
を
建
立
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
こ
の
嶺
岡
林
道
は
、
新
た
な
価
値
を
つ
く
り

だ
す
鴨
川
市
の
観
光
名
所
と
し
て
も
、
た
く
さ
ん
の

観
光
客
の
皆
さ
ま
、
海
外
の
皆
さ
ま
が
訪
れ
て
く
だ

さ
る
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

村
井
先
生
は
、
日
本
が
経
済
大
国
と
し
て
、
国
際

社
会
の
一
員
と
な
る
の
に
大
蔵
大
臣
を
通
算
６
回
も

歴
任
さ
れ
、
大
き
な
役
割
を
果
た
さ
れ
た
本
学
創
立

者
水
田
三
喜
男
先
生
に
師
事
さ
れ
、
戦
後
の
日
本
民

間
外
交
活
動
に
永
年
従
事
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
中
国
と
の
関
係
は
深
く
、
日
中
友
好
発
展

嶺
岡
林
道
に「
水
田
桜
記
念
碑
」と「
村
井
隆
先
生
句
碑
」を
建
立

日
時
：
２
０
１
２
年
７
月
11
日

場
所
：
千
葉
県
鴨
川
市
嶺
岡
林
道

創立20周年
記念事業

の
リ
ピ
ッ
ト
水
田
清
爾
准
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
、
国
内
外
の
気
鋭
の
プ
ル
チ
ョ
ウ
、
大
庭

み
な
子
研
究
者
５
名
が
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
成
果
を

発
表
し
ま
し
た
。

　

国
際
人
文
学
部
三
木
紀
人
客
員
教
授
の
閉
会
挨

拶
の
後
、
行
わ
れ
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
著
名

な
日
本
文
学
者
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
氏
が
、
教
え

子
で
あ
っ
た
プ
ル
チ
ョ
ウ
氏
の
思
い
出
を
語
る
と
と

も
に
、
プ
ル
チ
ョ
ウ
順
子
氏
、
大
庭
利
雄
氏
等
が
ス

ピ
ー
チ
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
や
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
語
り
ま
し
た
。

【
大
庭
み
な
子
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

　

翌
30
日
は
、
大
庭
み
な
子
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と

し
て
、
水
田
理
事
長
の
基
調
講
演
に
続
き
、
文
教
大

学
の
江
種
満
子
名
誉
教
授
が
大
庭
作
品
に
お
け
る
中

国
文
学
の
影
響
に
つ
い
て
講
演
し
、
東
洋
英
和
女
学

院
大
学
の
与
那
覇
恵
子
教
授
は
「
大
庭
み
な
子
全

集
」
を
手
が
け
た
際
の
特
筆
す
べ
き
点
や
苦
労
話
に

つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
編
集
者
の
宮
田
毬
栄
氏
や
ス
ミ
エ
・

ジ
ョ
ー
ン
ズ
名
誉
教
授
、
前
日
講
演
を
行
っ
た
海
外

の
研
究
者
た
ち
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
最
も
印
象

に
残
る
大
庭
作
品
に
関
し
て
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記
念
特
別
展
示
と
し
て
、

１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
大
庭
み
な
子
氏
の
貴
重
な
肉

筆
原
稿
や
初
版
本
に
加
え
、
油
絵
、
ド
ロ
ー
イ
ン
グ

お
よ
び
ア
ラ
ス
カ
の
お
面
等
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
展

示
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
地
下
ホ
ー
ル
前
の
ホ
ワ
イ
エ

で
も
プ
ル
チ
ョ
ウ
氏
が
長
年
か
け
て
集
め
た
作
品
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
や
氏
の
人
生
を
振
り
返
る
写
真
パ
ネ
ル

類
、
二
人
の
著
書
も
多
数
展
示
さ
れ
、
両
氏
に
ゆ
か

り
の
あ
る
方
々
を
は
じ
め
、
国
内
外
研
究
者
や
学

生
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
な
ど
、
２
日
間
で
来
場
し
た

約
２
５
０
名
の
方
々
が
熱
心
に
展
示
物
を
見
学
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

２
日
間
に
わ
た
っ
て
プ
ル
チ
ョ
ウ
氏
、
大
庭
み
な

子
氏
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
発
表
や
活
発
な

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
加
え
、
来

場
さ
れ
た
方
々
が
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
お
二
人
の

業
績
を
振
り
返
り
な
が
ら
偲
ぶ
こ
と
の
で
き
た
、
充

実
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

両日の登壇者たち１階の大庭みな子特別展示の様子

ディスカッションの様子
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２
０
１
２
年
４
月
14
日
、
水
田
宗
子
氏
の
評
論
集

『
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
〈
戦
後
女
性
詩
〉
の
展
開
』（
思
潮

社
刊
）
の
出
版
を
記
念
し
て
、
思
潮
社
主
催
に
よ
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
「
左
川
ち
か
か
ら
手
渡
さ
れ
る
も

の
―
―
詩
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
そ
の
先
へ
」
を
テ
ー
マ

に
学
校
法
人
城
西
大
学
の
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
９
１
１
年
２
月
に
北
海
道
に
生
ま
れ
、
24
歳
で

夭
折
し
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
代
表
す
る
女
性
詩
人
左
川

ち
か
。
昨
年
は
、
こ
の
詩
人
の
生
誕
１
０
０
年
に
あ

た
り
ま
す
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
第
１
部
に
お
い

て
、
著
者
で
あ
る
水
田
宗
子
氏
（
詩
人
、
比
較
文
学

者
、
学
校
法
人
城
西
大
学
理
事
長
）
は
、
基
調
講
演

で
「『
わ
た
し
語
り
』
か
ら
自
己
表
象
へ
―
―
現
代

女
性
詩
の
『
惨
事
の
あ
と
』
の
感
性
」
と
題
し
て
、

茨
木
の
り
子
、
白
石
か
ず
こ
ら
戦
後
女
性
詩
人
の
作

品
を
読
み
解
き
、
底
流
で
左
川
の
詩
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
藤
井
貞
和
氏
（
詩
人
・
国
文
学

者
）、
井
坂
洋
子
氏
（
詩
人
）、
水
無
田
気
流
氏

（
詩
人
）
が
水
田
氏
と
と
も
に
、
左
川
の
詩
や
評

論
集
を
も
と
に
現
代
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
詩
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
を
超
え
た
詩
の
表
現
な
ど
に
つ
い
て
討
論

し
ま
し
た
。
左
川
ち
か
を
起
点
と
し
て
、
茨
木
の

り
子
、
石
垣
り
ん
、
吉
原
幸
子
、
高
良
留
美
子
、

講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

 
水
田
宗
子
評
論
集
出
版
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

日
時
：
２
０
１
２
年
４
月
14
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

基調講演をする水田理事長

第２部の討論

に
大
き
く
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
功
績

は
、
大
連
市
、
並
び
に
珠
海
市
か
ら
名
誉
市
民
の
称

号
授
与
と
な
っ
て
顕
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

句
は
、「
ど
の
道
を  

ゆ
く
も
大
連  

花
槐
」

　

大
連
の
ど
の
道
を
通
っ
て
も
ア
カ
シ
ア
が
咲
い
て

い
る
と
い
う
風
景
を
句
に
さ
れ
た
も
の
で
す
。
大
連

へ
の
大
き
な
愛
情
と
句
の
も
つ
明
る
さ
が
、
心
に
強

く
響
き
ま
す
。

嶺岡林道に「水田桜記念碑」を建立しました

句碑の前で挨拶する村井隆先生（学校法人城西大学顧問）

シンポジウムの様子



2012.9.30

22

●周辺図

　

こ
の
た
び
城
西
国
際
大
学
で
は
、
日
本
最
大
の
発

行
部
数
を
有
す
る
英
字
新
聞
『T

he Japan T
im

es

』

と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
よ
る
『JIU

 T
IM

ES

』
を
刊
行

し
ま
し
た
。

　

V
ol.1 

（SU
M

M
ER 2012

）
で
は
、
創
立
20
周

年
を
迎
え
た
本
学
の
取
り
組
み
や
、
国
際
教
育
の

紹
介
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

白
石
か
ず
こ
ら
戦
後
女
性
詩
人
の
表
現
に
、
近
代

の
「
惨
事
」
の
生
き
残
り
と
し
て
の
存
在
感
覚
、

生
き
延
び
た
者
た
ち
の
「
生
還
の
途
上
の
想
像
力
」

を
読
み
取
り
、「
女
」
か
ら
「
個
人
」
へ
、「
個
人
」

か
ら
「
個
体
」
へ
、「
わ
た
し
」
か
ら
「
不
確
か
な

自
己
へ
」、「
わ
た
し
」
と
い
う
存
在
感
覚
が
不
確

か
に
な
っ
て
い
く
時
代
に
お
い
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
外
部
を
志
向
す
る
女
性
詩
人
た
ち
が
引
き
受
け

た
自
己
表
象
の
課
題
が
浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し

た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
学
生
、
市
民
、
マ
ス
コ
ミ
関

係
者
ら
約
１
６
０
人
が
集
ま
り
、
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
合
わ
せ
て
、
４
人
の
パ

ネ
リ
ス
ト
の
著
作
の
展
示
販
売
も
行
わ
れ
、
多
く
の

方
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

出
版
活
動

『T
he Japan T

im
es

』
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
よ
る

英
字
新
聞
『JIU
 T

IM
ES

』
を
刊
行

『JIU TIMES』 Vol.1 (SUMMER 2012)


